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説吾'"、
両冊

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
処
理
の
大
部
分
は
、
簡
易
、
迅
速
な
処
理
手
続
で
あ
る
勧
告
審
決
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
正
式
の
手
続
で
あ
る
調
査
(
審
査
)
|
審
判
開
始
決
定
!
審
判
手
続

l
審
決
(
審
判
審
決
)
の
過
程
を
辿
る
と
長
時
間
か
か
り
、

事
件
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
違
反
行
為
者
も
審
判
手
続
を
経
る
こ
と
に
よ
る
時
間
的
、
費
用
的
な
負
担
な
ど

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

勧
告
審
決
制
度
は
実
務
的
必
要
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
勧
告
審
決
の
名
宛
人
の
応
諾
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ

て
法
的
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
勧
告
審
決
を
受
け
た
違
反
行
為
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
者
が
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
も
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
点
で
も
勧
告
審
決
が
法
的
論
点
と
な
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
最
高
裁
が
勧
告
審
決
に
係
わ
る
判
決
を
し
た
の
は
四
件
で
あ
る
。
う
ち
二
件
は
勧
告
審
決
の
取
消
請
求
訴
訟
で
あ
り
、
二

件
は
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。

勧
告
審
決
の
取
消
請
求
訴
訟
は
、
ノ
ボ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
1
社
に
よ
る
も
の
(
ノ
ボ
事
件
と
い
う
)
と
石
油
元
売
業
者
六
社
に
よ
る
も
の
(
石

油
元
売
六
社
事
件
と
い
う
)
で
あ
る
。
最
高
裁
が
こ
の
二
件
の
判
決
で
示
し
た
勧
告
審
決
の
趣
旨
、
性
質
、
効
力
に
関
す
る
見
解
は
、
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
は
、
い
ず
れ
も
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
当
時
の
事
件
で
あ
り
、
原
告

一
件
は
独
占
禁
止
法
二
五
条
に
も
と
づ
き
(
二
五
条
訴
訟
)
東
京

は
い
ず
れ
も
灯
油
の
違
法
な
カ
ル
テ
ル
の
被
害
者
た
る
消
費
者
で
あ
る
。

高
裁
に
提
起
さ
れ
た
も
の
(
東
京
灯
油
事
件
と
い
う
)
で
あ
り
、
他
は
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
も
の
(
七

O
九
条
訴
訟
)
で
山
形
地
裁

鶴
岡
支
部
に
提
起
さ
れ
た
も
の
(
鶴
岡
灯
油
事
件
と
い
計
)
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
上
告
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
は
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
損
害
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賠
償
請
求
訴
訟
で
は
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
で
あ
る
原
告
が
そ
の
違
反
行
為
の
存
在
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
そ
の
立
証
に
勧
告
審
決
の
存
在
が
ど
の
程
度
寄
与
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
審
決
取
消
請
求
訴
訟
と
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

の
最
高
裁
判
決
は
、
学
説
と
見
解
を
異
に
し
て
い
る
点
が
多
く
、
種
々
の
論
議
が
生
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
勧
告
審
決
取
消
誇
求
訴
訟
に
お
い
て
示
さ
れ
た
勧
告
審
決
の
趣
旨
、
性
質
、
効
力
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の

見
解
と
学
説
と
を
対
比
し
て
検
討
し
、
つ
い
で
第
二
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
示
さ
れ
た
勧
告
審
決
の
存
在
と
違
反
行
為
の
立
証
に

つ
い
て
の
最
高
裁
の
見
解
と
学
説
と
を
対
比
し
て
検
討
し
、
第
三
に
最
高
裁
判
決
の
勧
告
審
決
の
考
え
方
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
第
四
に
公

正
取
引
委
員
会
の
最
高
裁
判
決
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
1
)
公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
に
よ
り
独
占
禁
止
法
違
反
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
の
事
件
処
理
は
、
制
度
的
に
は
違
反
行
為
排
除
の
勧
告

(
四
八
I
)
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
審
判
開
始
決
定
(
四
九
I
)
を
す
る
か
と
選
択
的
で
あ
る
が
、
実
務
的
に
は
勧
告
が
先
行
し
、
こ
れ
に
応
じ
な

い
相
場
合
に
、
審
判
開
始
決
定
を
し
て
い
る
。

(
2
)
最
高
裁
判
決
昭
和
五

O
年
一
一
月
二
八
日
民
集
二
九
巻
一

O
号
一
五
九
二
頁
、
公
取
委
審
決
集
会
一
二
)
二
六

O
頁

こ
の
事
件
は
、
天
野
製
薬
開
に
対
す
る
勧
告
審
決
に
つ
い
て
、
ノ
ボ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

i
社
(
デ
ン
マ
ー
ク
)
が
審
決
取
消
請
求
訴
訟
を
提
起
し

た
も
の
で
あ
る
。
勧
告
審
決
は
、
天
野
製
薬
鮒
が
ノ
ボ
社
と
締
結
し
た
技
術
導
入
契
約
に
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い

た
の
で
、
独
占
禁
止
法
六
条
の
規
定
に
違
反
す
る
と
し
て
い
る
。
不
公
正
な
取
引
方
法
の
行
為
者
は
ノ
ボ
社
で
あ
る
が
、
国
際
契
約
に
係
わ
る
事

件
な
の
で
天
野
製
薬
が
勧
告
審
決
の
名
宛
人
と
さ
れ
た
ο

最
高
裁
は
、
ノ
ボ
社
の
原
告
適
格
を
否
定
し
た
。

ノ
ボ
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
の
解
説
、
批
評
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
村
成
和
・
勧
告
審
決
の
取
消
訴
訟
(
昭
五
ニ
北
海
学
園
大
学
法
学
部
十
周
年
記
念
(
「
十
周
年
日
記
念
」
と
引
用
)
九
頁
(
私
的
独
占
禁
止
法

の
研
究
(
五
)
(
寸
研
究
(
五
ご
と
引
用
)
昭
六

O

有
斐
閣
一
二
三
頁
以
下
に
所
収
)
、
遠
藤
博
也
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六

O
七
号
八
五
頁
、
金
子

晃
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
ム
ハ

O
八
号
六
六
頁
、
松
下
満
雄
・
判
例
評
論
二

O
九
号
二
八
号
、
沢
木
敬
郎
・
国
際
商
事
法
務
四
巻
四
号
三
夏
、
小
原
申
智
雄
・

北法42(2・3)411



説

ジ
ュ
リ
ス
ト
六
一
五
号
ニ

O
五
頁
、
桑
田
三
郎
・
公
正
取
引
一
一
一

O
七
号
ニ
頁
、
阿
久
津
笑
・
公
正
取
引
一
ニ

O
七
号
一
二
頁
、
久
保
欣
哉
・
金
融
商

事
判
例
五

O
二
号
ニ
頁
、
板
山
序
哲
・
民
商
法
雑
誌
七
四
巻
六
号
一
一
六
頁
、
矢
沢
淳
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
二
版
)
五
六
頁
、
原
田
尚

彦
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
二
版
)
二
二
七
頁
、
久
保
田
穣
・
渉
外
判
例
百
選
(
増
補
版
)
二
八
六
頁
、
は
や
し
し
ゅ
う
ぞ
う
・
時
の
法

令
九
五
六
号
四
頁
、
岡
村
発
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
七
六
頁
、
秋
山
義
昭
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
二
三
六
頁
、

石
井
健
五
口
・
昭
和
五

0
年
度
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篤
(
寸
解
説
」
と
引
用
)
五
回
一
一
員

(3)
最
高
裁
判
決
昭
和
五
三
年
四
月
四
日
民
集
三
二
巻
三
号
五
一
五
頁
、
公
取
委
審
決
集
(
一
一
五
)
五
九
頁

公
正
取
引
委
員
会
は
、
昭
和
四
九
年
二
月
一
一
一
一
日
に
、
石
油
元
売
業
者
二
一
社
に
よ
る
石
油
製
品
の
価
格
引
上
げ
協
定
が
独
占
禁
止
法
の
不
当

な
取
引
制
限
に
該
当
し
、
同
法
三
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
者
に
勧
告
審
決
を
行
っ
た
。
勧
告
審
決
の
名
宛
人
の
う
ち
六
名
が
こ
れ
を

不
線
と
し
て
審
決
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
議
求
を
棄
却
し
た
。
審
決
取
消
訴
訟
を
提
起
し
な
か
っ
た
他
の
六
名

に
対
す
る
勧
告
審
決
は
提
訴
期
間
の
経
過
に
よ
り
確
定
し
た
。

石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
の
解
説
、
批
評
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

金
子
晃
・
民
商
法
雑
誌
八

O
巻
四
号
四
一
七
頁
、
木
元
錦
裁
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
三
号
二
四
九
頁
、
来
生
新
・
行
政
判
例
百
選
I
一五一一一頁、

熊
本
信
夫
・
公
正
取
引
一
一
一
三
二
号
七
頁
、
問
中
館
照
橘
・
公
正
取
引
三
三
二
号
一
二
頁
、
雄
川
一
郎
外
三
名
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
六
七
号
一
一
一
六
頁
、

閤
幽
部
逸
夫
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
三
版
)
一
九
四
頁
、
古
城
誠
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
二
三
八
真
、
越
山
安
久
・
昭

和
五
三
年
度
最
高
判
例
解
説
民
事
篤
(
「
解
説
L

と
引
用
)
一
回
八
頁

(
4
)
最
高
裁
判
決
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
民
集
四
一
巻
五
号
七
八
五
頁
、
公
取
委
審
決
集
(
三
四
)
一
一
九
頁

こ
の
事
件
は
、
独
占
禁
止
法
二
五
条
に
基
づ
く
無
過
失
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
あ
る
の
で
、
審
決
が
出
限
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
提
起
で
き
な
い

(
二
六

I
)
。
そ
こ
で
、
提
訴
当
一
時
に
勧
告
審
決
が
出
限
定
し
て
い
た
石
油
元
売
業
者
六
名
を
被
告
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

東
京
灯
油
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
解
説
、
批
評
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

実
方
謙
二
・
法
律
終
報
五
九
巻
二
一
号
七
九
頁
、
根
岸
哲
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
九
三
号
五
六
頁
、
山
一
停
井
大
太
郎
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一

O
号
ニ
ニ
ム
ハ

頁
、
来
生
一
新
・
商
事
法
務
一
一
二
二
号
ニ
頁
、
は
や
し
し
ゅ
う
ぞ
う
・
時
の
法
令
一
一
一
二
二
号
八
八
頁
、
今
村
成
和
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
ニ
二
巻
一

O
号
一
四
頁
、
震
宮
憲
夫
・
法
学
教
室
八
七
号
九

O
頁
、
向
田
直
範
・
北
海
学
溺
大
学
法
学
研
究
二
三
巻
三
号
一
五
七
頁
、
同
・
経
済
法
学
会
年

報
九
号
一
一
ニ
六
頁
、
金
子
同
党
・
国
民
生
活
一
七
巻
一
一
号
四

O
頁
、
白
石
出
品
志
・
法
学
協
会
雑
誌
一

O
六
巻
一

O
号
一
五
六
頁
、
沢
間
克
己
・
独

三A

""" 
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禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
二
四
六
頁
、
佐
藤
久
夫
・
昭
六
二
年
度
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
(
「
解
説
し
と
引
用
)
三
四
八
頁

(5)
最
高
裁
判
決
平
成
元
年
二
一
月
八
日
民
集
四
三
巻
一
一
号
一
二
五
九
頁
公
取
委
審
決
集
会
一
六
)
一
一
五
頁

こ
の
事
件
は
、
鶴
岡
生
協
の
組
合
員
が
勧
告
審
決
を
受
け
た
石
油
元
売
業
者
二
一
名
と
石
油
連
盟
を
相
手
に
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害

賠
償
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
の
石
油
元
売
業
者
に
は
勧
告
審
決
が
確
定
し
た
も
の
の
ほ
か
、
勧
告
審
決
取
消
請
求
訴
訟
が
継
続
中
で
確
定

し
て
い
な
い
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
石
油
連
盟
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
九
年
二
月
二
二
日
に
原
油
処
理
量
の
制
限
を
実
施
し
た
こ
と
が
、

独
占
禁
止
法
八
条
一
項
一
号
の
規
定
に
違
反
す
る
と
し
て
勧
告
審
決
を
受
け
、
提
訴
当
時
そ
れ
が
確
定
し
て
い
た
。

鶴
岡
灯
油
事
件
の
最
高
裁
判
決
の
解
説
、
批
評
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

正
田
彬
・
法
律
時
報
六
二
巻
三
号
六
頁
、
実
方
謙
二
・
同
一
八
頁
、
宮
本
康
昭
・
同
二
四
頁
、
本
間
重
紀
・
同
六
二
巻
三
号
六
頁
、
根
岸
哲
・

同
六
二
巻
六
号
六
六
頁
、
今
村
成
和
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
八
三
頁
、
淡
路
剛
久
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
三
号
四
二
頁
、
田
村
次
郎
・
ジ
ュ
リ
ス

ト
九
五
七
号
二
三
三
頁
、
金
子
晃
・
公
正
取
引
四
七
三
号
一
八
頁
、
谷
原
修
身
・
同
二
六
頁
、
来
生
新
・
法
学
教
室
一
一
五
号
九
八
頁
、
舟
田
正

之
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
二
四
八
頁

第

勧
告
審
決
の
趣
旨
、
性
質
及
び
効
力

勧
告
審
決
制
度
の
概
要

独
占
禁
止
法
に
お
け
る
勧
告
審
決
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
同
法
四
八
条
の
み
で
あ
り
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
公
正
取
引
委
員
会
は
、
独
占
禁
止
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
て
い
る
も
の
に
対

し
、
適
当
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る

(I)
。

勧
告
を
う
け
た
も
の
は
、
遅
滞
な
く
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
勧
告
を
応
諾
す
る
か
し
な
い
か
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

北法42(2・5)413

(2) 



説

(3) ;;Y 
III 
。

勧
告
を
う
け
た
も
の
が
そ
の
勧
告
を
応
諾
し
た
と
き
は
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
審
判
手
続
を
経
な
い
で
そ
の
勧
告
と
同
趣
旨
の
審
決

北法42(2・6)414

論

を
す
る
こ
と
が
で
き
る

(W)
。

こ
の
審
決
が
勧
告
審
決
と
い
わ
れ
る
。
勧
告
を
応
諾
し
な
い
と
き
に
は
、
公
正
取
引
委
員
会
は
審
判
開
始
決
定
を
行
う
(
四
九

I
)
。
ま
た
、

勧
告
審
決
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
審
決
確
定
前
で
あ
る
な
ら
五

O
万
円
以
下
の
過
料
(
九
七
)
を
、
審
決
確
定
後
で
は
二
年
以
下
の
懲
役

又
は
三

O
O万
円
以
下
の
罰
金
(
九

O
③
)
を
課
さ
れ
る
。

一一ω
最
高
裁
が
勧
告
審
決
に
つ
い
て
最
初
に
判
断
を
示
し
た
の
は
ノ
ボ
事
件
判
決
で
あ
る
が
、
そ
の
判
決
で
勧
告
審
決
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

「
勧
告
審
決
の
制
度
は
、
違
反
行
為
を
し
た
者
が
そ
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
勧
告
ど
お
り
の
排
除
措
置
を
実
行
す
る
限
り
は
、
あ
え
て
審
判

勧
告
審
決
の
趣
旨

手
続
を
経
て
違
反
行
為
の
存
在
を
確
定
し
た
う
え
で
排
除
措
置
を
命
、
ず
る
ま
で
も
な
く
、
法
の
目
的
を
簡
易
、
迅
速
に
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
見
地
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
に
よ
る
と
、
勧
告
審
決
制
度
は
、
「
違
反
行
為
を
し
た
者
が
そ
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
勧
告
ど
お
り
の
排
除
措
置
を
実
行
す
る
」

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
判
決
の
理
解
に
つ
い
て
、
勧
告
審
決
制
度
は
、
違
反
行
為
者
が
勧
告
を
応
諾
す

る
こ
と
に
よ
り
、
排
除
措
置
が
名
宛
人
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
自
主
的
、
自
発
的
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

勧
告
審
決
も
審
判
審
決
と
同
様
に
行
政
処
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
政
処
分
に
従
っ
て
名
宛
人
が
排
除
措
置
を
と
る
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

いヲ
Q

。

(3) 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
「
勧
告
審
決
制
度
は
、
法
の
目
的
を
簡
易
迅
速
に
実
現
す
る
た
め
、
違



反
行
為
を
し
た
者
が
そ
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
勧
告
ど
お
り
の
排
除
措
置
を
と
る
こ
と
を
応
諾
し
た
場
合
に
は
、
あ
え
て
公
正
取
引
委
員

会
が
審
判
を
開
始
し
審
判
手
続
を
経
て
違
反
行
為
の
存
在
を
認
定
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
し
、

そ
の
応
諾
の
履
行
を
応
諾
者
の
自

-p-AX-

、

ナ
J
中

L'

主
的
な
履
行
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
く
審
決
が
さ
れ
た
場
合
と
同
一
の
法
的
強
制
力
に
よ
っ
て
確
保
す
る
た
め
に
、
直
ち
に
審
決
の
形
式
を

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

も
っ
て
排
除
措
置
を
命
ず
る
こ
と
と
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

こ
こ
で
、
排
除
措
置
の
履
行
が
「
応
諾
者
の
自
主
的
な
履
行
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
く
審
決
が
さ
れ
た
場
合
と
同
一
の
法
的
強
制
力
に
よ
っ

て
確
保
す
る
た
め
に
」
審
決
の
形
式
を
と
っ
た
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
学
説
は
評
価
す
る
が
、
最
高
裁
が
意
図
し
て
い
る
こ
と
は
、

ノ
ボ
事
件
と
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
学
説
と
の
聞
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
次
の
勧
告
審
決
の
性
質
の
と
こ

ろ
で
明
ら
か
に
な
る
。

勧
告
審
決
の
性
質
'

ω
ノ
ボ
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
勧
告
審
決
の
性
質
に
つ
い
て
、
「
正
規
の
審
判
手
続
を
経
て
さ
れ
る
審
決
が
証
拠
に
よ
る
違
反
行
為
を
基

礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
勧
告
審
決
は
専
ら
名
宛
人
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
勧
告
応
諾
の
意
思
表
示
を
そ
の
基
礎
と
す
る
も
の

さ
ら
に
「
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
勧
告
審
決
に
お
い
て
は
、
違
反
行
為
の
認
定
は
、
審
決
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
は
な

で
あ
る
」
と
し
、

い
」
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
の
判
決
が
勧
告
審
決
の
性
質
に
つ
い
て
、
「
勧
告
審
決
は
専
ら
名
宛
人
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
勧
告
応
諾
の
意
思
表
示
を
そ
の
基
礎

と
」
し
、
「
違
反
行
為
の
認
定
は
、
審
決
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
学
説
は
、
こ
の
判
決

で
は
、
勧
告
審
決
が
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
を
前
提
と
し
な
い
行
政
処
分
で
あ
る
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
ま

た
、
「
基
礎
L

と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
の
で
、
審
判
審
決
と
勧
告
審
決
と
で
は
審
決
と
し
て
の
性
質
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ

北法42(2・7)415



説

る
し
、
あ
る
い
は
、
勧
告
審
決
に
お
い
て
「
違
反
行
為
の
認
定
は
、
審
決
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
な
い
」
と
い
う
の
は
、
審
判
手
続
に
よ
る

事
実
認
定
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
で
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
を
全
く
無
視
し
て
い
る
と

論

、A
}

0

・νJ
，

北法42(2・8)416

学
説
は
一
致
し
て
、
勧
告
審
決
も
審
判
審
決
、
同
意
審
決
と
同
様
に
行
政
処
分
で
あ
り
、
講
学
上
の
下
命
行
為
で
あ
る
。
審
判
審
決
も
勧

告
審
決
も
行
政
処
分
と
し
て
、
証
拠
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
を
前
提
に
す
る
こ
と
で
は
同
様
で
あ
り
、
ま
た
、
効
力
に
つ
い
て
も
差
異
は

な
い
。
異
な
る
の
は
、
審
判
審
決
は
審
判
手
続
を
経
た
も
の
で
あ
る
が
、
勧
告
審
決
は
そ
れ
を
経
な
い
も
の
と
い
う
審
決
形
成
上
の
手
続
で

ま
た
、

1

基
礎
」
と
い
う
表
現
は
寸
甚
だ
当
を
得
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
。

あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
判
決
は
、
誤
っ
て
い
る
と
か
、

(2) 

石
油
元
売
六
社
事
件
で
は
、
勧
告
審
決
は
「
そ
の
名
宛
人
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
勧
告
応
諾
の
意
思
表
示
を
専
ら
そ
の
要
件
と
し
て

い
る
」
と
判
示
し
、
ノ
ボ
事
件
の
判
決
の
文
言
で
あ
る
「
基
礎
L

か
ら
「
要
件
」
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
最
高
裁
の
勧

告
審
決
に
つ
い
て
の
見
解
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

判
決
は
、
勧
告
審
決
に
も
独
占
禁
止
法
五
七
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
審
決
書
に
示
す
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
と
は
、

「
勧
告
に
際
し
公
正
取
引
委
員
会
が
認
め
た
事
実
(
四
八
条
一
項
)
、
す
な
わ
ち
勧
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
実
(
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
及

び
審
判
に
関
す
る
規
則
二

O
条
一
項
一
号
)
を
意
味
す
る
L

と
す
る
。
け
だ
し
、
「
勧
告
審
決
を
す
る
段
階
に
お
い
て
は
公
正
取
引
委
員
会
は

も
は
や
事
実
の
認
定
を
行
う
も
の
で
な
く
勧
告
審
決
書
に
事
実
を
示
す
趣
旨
は
、
前
述
の
勧
告
審
決
の
性
質
に
か
ん
が
み
、
排
除
措
置
と
の

関
係
に
お
い
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
違
反
行
為
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
審
決
の
一
事
不
再
理
の
効
力
と
の
関
係
に
お
い
て
事
実
を
特
定
す
る

た
め
の
も
の
」
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
に
よ
り
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
勧
告
の
際
に
は
事
実
認
定
を
す
る
が
、
勧
告
審
決
の
段
階
で
は
そ
の
事
実
認
定
を
要
し
な
い

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。



そ
と
で
、
勧
告
審
決
は
、
審
判
審
決
、
同
意
審
決
と
性
質
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
審
決
の
形
式
を
と
る
の
は
、
最
高
裁
調
査
官

の
解
説
に
よ
る
と
、
「
応
諾
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
審
決
と
同
一
の
効
力
を
付
与
す
る
手
段
と
し
て
審
決
の
形
式
を
と
る
も
の
に
す
ぎ
な
い

も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
違
反
行
為
の
認
定
を
基
礎
と
す
る
審
判
審
決
と
は
性
質
を
異
に
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し

も
審
決
に
際
し
事
実
の
確
定
が
行
わ
れ
な
く
と
も
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
し
と
い
う
。

独占禁止法におりる勧告審決に係わる最高裁判決の検討

こ
の
最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
独
占
禁
止
法
五
七
条
の
規
定
を
勧
告
審
決
に
適
用
し
て
勧
告
審
決
書
に
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
し
た
事

実
を
記
載
す
る
の
は
、
応
諾
し
た
排
除
措
置
と
の
対
応
関
係
と
一
事
不
再
理
の
効
力
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
勧
告
審
決

は
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
判
決
の
表
現
が
「
基
礎
」
か
ら
「
要
件
」
に

変
わ
っ
て
も
、
内
容
は
ノ
ボ
事
件
の
最
高
裁
判
決
と
実
質
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
加
、
最
高
裁
判
決
と
学
説
と
の
基
本
的
差
異
が
こ

こ
に
あ
る
。

勧
告
審
決
の
効
力

ノ
ボ
事
件
は
、
勧
告
審
決
の
名
宛
人
と
さ
れ
て
い
な
い
国
際
契
約
の
他
方
の
当
事
者
の
原
告
適
格
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
そ
の
者
が
勧
告
審
決
に
よ
り
そ
の
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
か
否
か
が
問
題
の
焦
点
と
な
が
。

ノ
ボ
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
「
右
の
よ
う
な
勧
告
審
決
の
趣
旨
及
び
性
質
に
か
ん
が
み
る
と
き
」
、
①
「
審
決
は
、
そ
の
名
宛
人
に
対
す

そ
れ
が
そ
の
者
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
応
諾
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
限
り
、
客
観
的
な
違
反
行
為
の
存
否
及
び
こ
れ

四(1) る
関
係
に
お
い
て
は
、

北法42(2・9)417

に
対
す
る
排
除
措
置
の
適
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
法
有
効
な
審
決
と
し
て
拘
束
力
を
有
す
る
」
が
、
②
「
名
宛
人
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る

関
係
に
お
い
て
は
、
右
第
三
者
を
拘
束
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
該
行
為
を
確
定
し
た
り
、
右
審
決
に
基
づ
く
そ
の
名
宛
人

の
行
為
を
正
当
化
し
た
り
す
る
な
ど
の
法
律
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
ま
た
な
い
も
の
と
し
て
、
独
禁
法
上
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解



説

す
る
」
と
判
示
し
た
。

山

首岡

こ
の
判
決
に
よ
る
と
、
勧
告
審
決
は
、
「
専
ら
名
宛
人
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
勧
告
応
諾
を
そ
の
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
L

か
ら
第
三

者
を
拘
束
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
右
審
決
に
基
づ
く
そ
の
名
宛
人
の
行
為
を
正
当
化
し
た
り
す
る
な
ど
の
法
律
的
な
影
響
を

及
ぽ
す
こ
と
も
ま
た
な
い
も
の
と
し
て
、
独
禁
法
上
予
定
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
名
宛
人
の
抗
弁
効
も
否
定
す
る
。
か
く
し
て
、
勧
告
審

決
は
、
通
常
の
行
政
処
分
よ
り
効
力
の
著
し
く
弱
い
も
の
と
さ
れ
た
。

ω
石
油
元
売
六
社
事
件
で
は
、
勧
告
審
決
の
名
宛
人
が
そ
の
審
決
書
に
摘
示
さ
れ
て
い
る
違
反
行
為
の
不
存
在
を
主
張
で
き
る
か
、
勧
告

審
決
に
実
質
的
証
拠
の
原
則
の
適
用
が
あ
る
か
が
争
わ
れ
た
。

①
違
反
行
為
の
不
存
在
を
主
張
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
勧
告
審
決
に
あ
っ
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
存

在
の
認
定
は
、
そ
の
要
件
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
違
反
行
為
の
存
否
は
勧
告
審
決
の
適
否
に
つ
き
な
ん
ら
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
違
反
行
為
の
不
存
在
は
勧
告
審
決
を
取
り
消
す
べ
き
原
因
と
は
な
ら
な
い
し
、
他
面
、
勧
告
審
決
は
違
反
行
為
の
存
在
を
確

定
す
る
も
の
で
も
な
い
と
判
示
し
た
。

違
反
行
為
の
不
存
在
を
主
張
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
勧
告
審
決
の
名
宛
人
に
よ
る
主
張
で
あ
っ
た
の
で
、
最
高
裁
判
決
は
、
応
諾
の

段
階
の
問
題
で
は
な
く
、
勧
告
審
決
の
段
階
の
問
題
と
し
て
、
勧
告
審
決
は
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
事
実
認
定
を
要
件
と
し
て
い
な
い
と

い
う
理
由
に
よ
り
、
違
反
行
為
の
不
存
在
は
勧
告
審
決
の
適
否
に
影
響
が
な
い
と
判
示
し
た
。

学
説
も
結
論
は
同
じ
で
あ
る
が
、
理
由
づ
け
が
異
な
る
。
勧
告
審
決
の
名
宛
人
は
、
勧
告
の
応
諾
に
よ
り
、
事
実
に
つ
い
て
争
わ
な
い
こ

と
を
示
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
違
反
行
為
の
不
存
在
を
争
え
な
い
と
い
う
。
東
京
高
裁
判
決
も
そ
の
よ
う
に
例
示
し
て
い
る
。

② 

実
質
的
証
拠
の
原
則
に
関
す
る
規
定
は
、
審
判
手
続
を
前
提
と
し
な
い
勧
告
審
決
の
場
合
に
適
用
の
な
い
こ
と
は
、

趣
旨
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
も
異
論
は
な
い
。

そ
れ
ら
の
規
定
の
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五

最
高
裁
判
決
の
検
討

ノ
ボ
事
件
と
石
油
元
売
六
社
事
件
の
判
決
で
示
さ
れ
た
最
高
裁
の
勧
告
審
決
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
勧
告
審
決
は
、

噌

E
i名

宛
人
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
応
諾
の
み
を
要
件
と
し
、

そ
の
応
諾
は
「
適
当
な
措
置
L

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
勧
告
審
決
の
段
階
で
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
を
要
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
引
き
出
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、

勧
告
審
決
は
、
独
占
禁
止
法
四
八
条
四
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
審
判
手
続
を
経
な
い
で
審
決
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

さ
ら
に
、
種
々
の
法
的
論
点
に
つ
い
て
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
。

こ
の
判
決
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
勧
告
と
そ
れ
へ
の
応
諾
及
び
勧
告
審
決
の
構
造
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

勧
告
審
決
の
形
成
手
続
を
勧
告
に
対
す
る
応
諾
と
勧
告
審
決
と
の
手
続
的
に
二
分
す
る
。

勧
告
の
段
階
で
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
と
法
の
適
用
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
勧
告
書
に
記
載
さ
れ
る
。

④③②①  

応
諾
は
、
「
適
当
な
措
置
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

勧
告
審
決

勧
告
審
決
が
審
決
の
形
式
を
と
る
の
は
、
応
諾
の
履
行
を
法
的
強
制
力
に
よ
っ
て
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

勧
告
審
決
の
段
階
で
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
は
な
さ
れ
な
い
。

勧
告
審
決
に
も
独
占
禁
止
法
五
七
条
の
適
用
が
あ
る
。
審
決
書
に
記
載
さ
れ
る
「
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
」
と
は
、
勧
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11 III 

告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

lV 

勧
告
審
決
書
に
事
実
を
記
載
す
る
の
は
、
排
除
措
置
と
の
関
係
と
一
事
不
再
理
の
効
力
と
の
関
係
で
あ
る
。

最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
勧
告
審
決
は
、
勧
告
に
対
す
る
応
諾
を
唯
一
の
要
件
と
し
て
い
る
の
で
、
勧
告
か
ら
勧
告
審
決
に
い
た
る
手

(2) 



説

続
は
、
応
諾
に
よ
り
二
分
さ
れ
る
。

公
正
取
引
委
員
会
は
、
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
事
実
を
認
定
し
、
そ
れ
に
法
を
適
用
し
て
排
除
措
置
を
勧
告
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

す
る
応
諾
が
あ
る
と
、
そ
れ
に
よ
り
勧
告
審
決
の
内
容
は
実
質
的
に
決
ま
る
。
そ
の
後
の
勧
告
審
決
の
段
階
は
、
排
除
措
置
を
履
行
を
担
保

論

す
る
た
め
の
審
決
の
形
式
を
と
る
た
め
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
最
高
裁
判
決
の
考
え
方
は
、
勧
告
審
決
の
構
造
、
効
カ
を
独
占
禁
止
法
四
八
条
の
文
言
に
の
み
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
こ
と

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
勧
告
審
決
は
実
務
的
色
彩
の
濃
い
処
理
方
式
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
直
接
の
規

定
は
四
八
条
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
条
文
は
勧
告
か
ら
勧
告
審
決
に
い
た
る
過
程
を
重
点
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
条
文
の
ほ
か
に
も

勧
告
審
決
に
関
連
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
最
高
裁
判
決
は
、
五
七
条
の
規
定
を
除
き
勧
告
審
決
に
係
る
規
定
を
考
慮
に
い
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

ω
最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
勧
告
へ
の
応
諾
は
、
「
適
当
な
措
置
し
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
応
諾
が
「
適
当
な
措
置
」
に
対

す
る
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
勧
告
書
記
載
の
「
事
実
及
び
法
令
の
適
用
」

へ
の
応
諾
も
含
む
の
か
は
、
学
説
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

四
八
条
の
条
文
を
根
拠
に
し
、
応
諾
は
違
反
行
為
の
存
否
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
。

応
諾
の
対
象
に
「
事
実
及
び
法
令
の
適
用
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
見
解
は
、
勧
告
書
の
記
載
事
項
を
根
拠
と
す
る
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、

応
諾
し
た
ら
、
違
反
事
実
も
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
適
当
な
措
置
L

に
対
す
る
も
の
と
す
る
見
解
は
、

鶴
岡
灯
油
事
件
の
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
の
判
決
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
勧
告
の
応
諾
は
事
実
上
違
反
行
為
者
に
お
い
て
自
ら
の
違
反
行

為
の
存
在
を
認
め
た
う
え
で
こ
れ
を
行
う
の
が
通
常
と
考
え
ら
れ
る
L

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
判
示
は
事
実
に
適
合
し
て
い
る
と
い
え
る
。

勧
告
の
応
諾
を
拒
否
す
る
と
審
判
開
始
決
定
と
な
る
(
四
九
I
)
が
、
審
判
開
始
決
定
書
に
記
載
さ
れ
る
の
は
寸
事
件
の
要
旨
」
で
あ
る
。

北法42(2・12)420



具
体
的
に
は
、
違
反
行
為
の
事
実
と
法
令
の
適
用
で
あ
り
、
審
判
手
続
で
争
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
二
点
で
あ
り
、
排
除
措
置
は
争
点
で
は
な

い
。
最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
勧
告
へ
の
応
諾
は
、
「
適
当
な
措
置
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
応
諾
の
拒
否
は
、
違
反
行
為
の
事
実

ま
た
は
法
令
の
適
用
を
争
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
方
応
諾
は
、
そ
れ
ら
に
係
わ
り
な
く
、
排
除
措
置
の
み
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と

(4)で
あ
る
と
し〉

つ
の
で
は

一
貫
性
を
欠
く
の
で
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
勧
告
審
決
は
、
行
政
処
分
で
あ
る
が
、
事
実
認
定
も
な
く
、
他
の
審
決
と
は
、
性
質
も
効
力
の
異
な
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
。

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

独
占
禁
止
法
五
七
条
の
規
定
に
よ
る
と
、
審
決
書
に
寸
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
L

を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は

「
勧
告
審
決
の
性
質
に
か
ん
が
み
、
排
除
措
置
と
の
関
係
に
お
い
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
行
為
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
審
決
の
一
事
不
再
理
の

効
力
と
の
関
係
に
お
い
て
事
実
を
特
定
す
る
た
め
の
も
の
し
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
事
実
は
勧
告
審
決
に
お
け
る
事
実
認
定
で
は
な
く
、
勧

告
書
記
載
の
事
実
を
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
応
諾
し
た
排
除
措
置
と
の
対
応
と
審
決
の
一
事
不
再
理
の
効
力
と
の
関
係
か
ら

記
載
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

五
七
条
に
よ
る
と
、
審
決
書
に
は
寸
法
の
適
用
L

も
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
の
理
由
で
は
、
応
諾
に
よ
り
排
除

そ
れ
と
の
対
応
で
勧
告
の
際
に
認
定
さ
れ
た
事
実
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
寸
法
の
適
用
L

と
い
う
こ
と
が
意
味
の
な

措
置
が
決
ま
り
、

い
も
の
に
な
る
。

勧
告
審
決
は
、
法
的
三
段
論
法
に
よ
る
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
最
高
裁
判
決
に
示
さ
れ
た
勧
告
審
決
の
構
造
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
五
七
条
の
文
理
を
掛
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

ω
最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
公
正
取
引
委
員
会
の
違
反
行
為
の
事
実
認
定
は
、
勧
告
と
い
う
行
政
処
分
の
前
段
階
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
も
つ
意
味
は
軽
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
跳
ね
返
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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説

(
1
)
今
村
・
十
周
年
記
念
一
六
頁

(
2
)
今
村
・
研
究
(
五
)
一
四
五
頁
は
、
ノ
ボ
判
決
を
「
適
切
に
修
正
し
た
も
の
L

と
評
価
し
、
金
子
・
民
商
法
雑
誌
八

O
巻
四
号
四
二
三
頁
も
「
審

決
の
性
格
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
」
と
す
る
。

(
3
)
学
説
は
、
勧
告
審
決
が
行
政
処
分
で
あ
る
な
ら
、
当
然
に
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。
今
村
・
十
周

年
記
念
一
六
頁
、
金
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六

O
八
号
六
七
頁
、
松
下
・
判
例
評
論
二

O
九
号
一
四
五
頁
、
根
岸
・
民
商
法
雑
誌
七
回
巻
六
号
一
二
四

頁
、
小
原
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
二

O
七
頁

(
4
)
今
村
・
研
究
(
五
)
一
五
六
頁
は
、
「
こ
こ
で
「
違
反
行
為
の
認
定
を
要
件
と
し
な
い
L

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
「
審
判
手
続
を
経
た

事
実
の
認
定
を
要
件
と
し
な
い
L

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
」
あ
る
と
い
う
。

(
5
)
今
村
・
十
周
年
一
六
頁

(
6
)
越
山
・
解
説
一
五
八
頁

(
7
)
越
山
・
解
説
一
五
五
頁
は
「
本
判
決
の
見
解
は
、
前
記
ノ
ボ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
1
事
件
の
最
高
裁
の
考
え
方
を
敷
街
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
」

と
す
る
。
同
旨
園
部
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
三
版
)
一
九
五
頁

(
8
)
金
子
・
民
商
法
雑
誌
八

O
巻
四
号
五
二
頁
は
、
本
件
判
決
は
、
「
ノ
ボ
判
決
を
法
論
理
的
に
形
式
上
リ
フ
ァ
イ
ン
し
て
、
ノ
ボ
判
決
を
実
質
的
に

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
逆
に
形
式
的
な
論
理
一
貫
性
を
実
現
し
得
た
と
し
て
も
、
実
質
を
見
失
っ
た
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
批
判
す
る
。

(
9
)
審
決
取
消
請
求
訴
訟
の
原
告
適
格
を
有
す
る
者
は
、
審
決
の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
寸
法
律
上
の
利
益
」
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
こ
の
解
釈

は
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
石
井
・
解
説
五
五
四
頁
に
よ
る
と
、
ノ
ボ
事
件
最
高
裁
判
決
は
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
救
済
説
を
と
っ

て
い
る
と
い
う
。

(
日
)
ノ
ボ
事
件
最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
天
野
製
薬
が
審
決
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
「
天
野
製
薬
が
そ
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
被
上

告
委
員
会
の
勧
告
を
応
諾
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
」
で
あ
り
、
そ
の
結
果
天
野
製
薬
に
よ
る
「
右
契
約
条
項
の
破
棄
な
い
し
不
履

行
は
、
あ
く
ま
で
も
天
野
製
薬
自
身
の
意
思
に
よ
る
一
方
的
な
契
約
の
破
棄
な
い
し
債
務
不
履
行
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
す

λω

。か
く
し
て
、
天
野
製
薬
は
、
勧
告
審
決
に
よ
る
契
約
条
項
の
破
棄
と
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
契
約
条
項
の
履
行
を
命
じ
ら
れ
、
窮
地
に
陥
る
が
、

論

北法42(2・14)422
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こ
れ
は
勧
告
を
応
諾
し
た
の
で
あ
る
か
ら
自
ら
招
い
た
も
の
で
あ
り
や
む
え
な
い
と
い
う
(
石
井
・
解
説
五
五
三
頁
)

0

「
自
業
自
得
L

論
で
あ
る
。

本
件
の
勧
告
審
決
の
名
宛
人
は
、
い
わ
ば
被
害
者
で
あ
り
、
最
高
裁
判
決
は
、
被
害
者
に
厳
し
い
結
果
と
な
る
。
排
除
措
置
は
、
我
が
国
の
公

正
か
つ
自
由
な
競
争
秩
序
維
持
と
い
う
公
益
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
法
技
術
的
に
被
害
者
が
勧
告
審
決
の
名
宛
人
と
な
っ

て
い
る
と
き
に
、
勧
告
を
応
諾
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
窮
地
に
陥
っ
て
も
そ
れ
は
自
ら
招
い
た
の
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
名
宛
人
に
と
っ
て
厳
し

い
も
の
で
あ
る
(
同
旨
・
今
村
・
十
周
年
記
念
二
一
頁
、
根
岸
・
民
商
法
雑
誌
七
四
巻
六
号
一
二
七
頁
)
。

(
日
)
金
子
・
前
掲
論
文
五
二
頁

(
ロ
)
東
京
高
裁
判
決
(
昭
五

0
・
九
・
二
九
判
決
、
公
取
委
審
決
集
(
二
二
)
二
二

O
頁
)
は
、
コ
」
の
勧
告
に
応
諾
す
る
こ
と
は
、
直
接
に
は
右
勧

告
書
の
主
文
に
掲
記
さ
れ
た
排
除
措
置
が
}
と
る
こ
と
を
認
諾
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
そ
の
前
提
と
な
る
公
正
取
引
委
員
会
が
勧
告
書
に
記
載

し
て
指
摘
す
る
違
反
事
実
及
び
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
も
敢
え
て
争
わ
な
い
趣
旨
を
表
明
す
る
も
の
」
と
す
る
。

(
日
)
勧
告
審
決
と
実
質
的
証
拠
の
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
園
部
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
三
版
)
一
九
四
頁
、
古
城
誠
・
独
禁
法
審

決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
二
三
八
頁

(
H
)
こ
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
金
子
・
民
商
法
雑
誌
八

O
巻
四
号
四
八
頁
を
参
照

(
日
)
今
村
・
独
占
禁
止
法
(
新
版
)
(
法
律
学
全
集
臼

H
・
昭
五
三
・
有
斐
閣
)
(
「
新
版
」
と
引
用
)
二
四
六
頁
し
か
し
、
今
村
教
授
は
、
勧

告
審
決
は
、
審
判
手
続
を
経
な
い
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
の
認
定
と
法
令
の
適
用
に
よ
り
排
除
措
置
を
命
ず
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

(
日
)
正
田
・
全
訂
独
占
禁
止
法
(
日
〕
(
昭
五
六
・
日
本
評
論
社
)
(
寸
全
訂
〔
H
〕
」
と
引
用
)
四
九
一
頁
、
金
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六

O
八
号
六
八
頁

(
口
)
金
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六

O
八
号
六
八
頁
は
、
勧
告
審
決
に
よ
り
、
事
実
が
寸
確
定
」
す
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
確
定
L

す
る
と
い
っ
て

も
、
勧
告
審
決
に
お
け
る
事
実
の
認
定
は
、
審
判
手
続
を
経
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
審
判
審
決
に
お
け
る
事
実
の
認
定
と
は
程
度
に

差
が
あ
る
と
考
え
る
(
今
村
・
十
周
年
一
七
頁
)

(
問
)
公
取
委
審
決
集
会
二
)
二
五
九
頁

北法42(2・15)423



第

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
勧
告
審
決

北法42(2・16)424

説論

二
五
条
訴
訟
の
あ
ら
ま
し

ω
独
占
禁
止
法
二
五
条
は
、
寸
私
的
独
占
若
し
く
は
不
当
な
取
引
制
限
又
は
不
公
正
な
取
引
方
法
を
用
い
た
事
業
者
は
、
被
害
者
に
対
し
て

損
害
賠
償
の
責
め
に
任
ず
る
L

と
定
め
る

(
I
)
。

こ
の
損
害
賠
償
責
任
は
、
事
業
者
が
「
故
意
ま
た
は
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
L

も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
無
過
失
損
害
賠

償
責
任
で
あ
る

(H)
。
被
害
者
が
こ
の
請
求
権
を
行
使
す
る
に
は
、
審
決
の
確
定
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
二
六

I
)
。
こ
れ
が
審
決
前

置
主
義
と
い
わ
れ
、
独
占
禁
止
法
の
運
用
が
公
正
取
引
委
員
会
中
心
主
義
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
の

も
と
で
は
、
時
効
は
審
決
が
確
定
し
た
日
か
ら
三
年
で
あ
り

(
H
)
、
裁
判
は
二
審
制
で
、
第
一
審
は
東
京
高
等
裁
判
所
で
あ
る
(
八
五
)
。

こ
の
よ
う
に
、
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
と
す
る
こ
と
に
よ
り
被
害
者
た
る
原
告
を
有
利
に
す
る
と
と
も
に
、
二
審
制
と
し
、
時
効
の
期
間
も

民
法
上
の
不
法
行
為
責
任
よ
り
短
く
す
る
こ
と
に
よ
り
被
告
の
利
益
と
の
均
衡
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
遅
滞
な
く
、
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
違
反
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の

額
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
(
八
四

I
)
。

無
過
失
損
害
賠
償
責
任
制
度
や
公
正
取
引
委
員
会
に
対
す
る
損
害
額
の
求
意
見
制
度
を
設
け
て
い
る
の
は
、
被
害
者
で
あ
る
原
告
が
立
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
存
在
、
そ
れ
と
損
害
の
発
生
と
の
因
果
関
係
、
損
害
額
等
の
立
証
が
困
難
な
の
で
、
そ
れ

を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

無
過
失
損
害
賠
償
責
任
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
、

と
く
に
カ
ル
テ
ル
行
為
の
場
合
に
は
、

そ
の
参
加
者
は
、
意
識



的
に
価
格
決
定
の
会
合
等
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
加
害
者
が
故
意
ま
た
は
過
失
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
事
実
上
な
い
し
、
ま
た
、

法
律
違
反
行
為
に
よ
る
不
法
行
為
は
、
そ
の
行
為
の
存
在
を
立
証
す
る
と
、
少
な
く
と
も
過
失
が
推
認
さ
れ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
被

害
者
た
る
原
告
と
し
て
は
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
が
第
一
関
円
で
あ
る
が
、
無
過
失
損
害
賠
償
制
度
そ
れ
自
体

に
よ
っ
て
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
比
し
て
負
担
が
軽
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

ω
こ
の
制
度
は
、
違
反
行
為
者
に
対
す
る
規
制
手
段
の
一
で
あ
る
が
、
公
正
取
引
委
員
会
が
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
い
か
に
関
与
す
べ
き

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
位
置
づ
け
が
重
要
で
あ
る
。

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

鶴
岡
灯
油
事
件
最
高
裁
判
決
は
寸
個
々
の
被
害
者
の
受
げ
た
損
害
の
填
補
を
容
易
に
な
ら
し
む
る
こ
と
に
よ
り
、
審
判
に
お
い
て
命
ぜ
ら

れ
た
排
除
措
置
と
あ
い
ま
っ
て
同
法
違
反
の
行
為
に
対
す
る
抑
止
効
果
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
目
的
に
出
た
付
随
的
制
度
に
す
ぎ
な
い
L

と
判

示
し
、
い
わ
ば
脇
役
的
役
割
り
し
か
認
め
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
違
反
行
為
に
対
す
る
行
政
的
規

制
に
主
眼
が
あ
り
、
無
過
失
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
は
民
事
不
介
入
の
立
場
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
研
究
会
報
告
は
、
二
五
条
訴
訟
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
「
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
私
人
の
損
害
が
適
正
か
っ
迅
速

に
填
補
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
当
該
競
争
秩
序
侵
害
行
為
が
及
ぼ
し
た
経
済
社
会
に
対
す
る
損
害
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ

り
競
争
秩
序
の
回
復
と
違
反
行
為
の
抑
止
が
同
時
に
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
「
公
正
取
引
委
員
会
は
、
審
決

で
認
定
さ
れ
た
違
反
行
為
に
よ
る
損
害
が
適
正
か
つ
迅
速
に
填
補
さ
れ
る
よ
う
、
独
占
禁
止
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
行

政
機
関
(
二
七
条
)
と
し
て
、
当
該
訴
訟
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

こ
の
報
告
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決
に
よ
る
違
反
行
為
の
排
除
に
よ
る
競
争
秩
序
の
回
復
と
損
害
賠
償
に
よ
る
違
反
行
為
の
抑
止
と

が
両
輪
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
、
損
害
賠
償
制
度
の
働
き
を
制
裁
の
一
つ
と
位
置
づ
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
公
正
取
引
委
員
会
の
損
害
賠

償
訴
訟
へ
の
積
極
的
関
与
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

北法42(2・17)425 



説

ω
と
こ
ろ
で
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
が
原
告
と
し
て
ま
ず
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
被
告
に
よ
る
違
反
行
為
の

存
在
で
あ
る
。
事
業
者
の
カ
ル
テ
ル
事
件
で
あ
る
な
ら
、
原
告
で
あ
る
被
害
者
が
不
当
な
取
引
制
限
を
行
っ
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
誰
が
ど
こ
で
会
合
し
て
価
格
の
引
上
げ
の
合
意
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
の
立
証
で
あ
る
。
こ
れ
は
極

め
て
困
難
な
問
題
で
あ
り
、
現
実
に
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
・
審
判
手
続
に
よ
り
明
ら
か
に
さ

れ
た
成
果
を
二
五
条
訴
訟
に
お
い
て
原
告
の
違
反
行
為
の
立
証
に
役
立
て
て
、
そ
の
負
担
を
軽
く
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

北法42(2・18)426

論

そ
の
論
拠
と
寄
与
の
程
度
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
二
五
条
訴
訟
に
お
け
る
勧
告
審
決
の
存
在
と
違
反
行
為
の
立
証

ω
二
五
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
が
無
過
失
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
制
度
自
体
が
原
告
を
有
利
に
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
の
上
、
二
五
条
訴
訟
は
、
二
審
制
で
、
第
一
審
が
東
京
高
等
裁
判
所
の
専
属
管
轄
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
時
効
期
聞
が
民

法
上
の
不
法
行
為
の
そ
れ
よ
り
短
い
の
で
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
・
審
判
手
続
の
成
果
が
違
反
行
為
の
存
在
の
立
証
に
寄
与
す
る
と
い

う
の
で
な
け
れ
ば
、
原
告
と
し
て
は
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
よ
り
不
利
に
な
が
。

そ
こ
で
、
独
占
禁
止
法
二
六
条
に
審
決
前
置
主
義
の
規
定
が
お
か
れ
て
お
り
、
二
五
条
訴
訟
は
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
・
審
判
手
続
の

成
果
で
あ
る
審
決
が
確
定
し
な
け
れ
ば
提
起
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
定
が
被
告
の
違
反
行
為
の
立
証
に
有
利
に
作
用
す
る
と
解

し
う
る
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
規
定
は
、
二
五
条
訴
訟
を
提
起
で
き
る
時
期
と
時
効
の
時
期
を
定
め
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
が
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な

ら
、
二
六
条
は
単
に
訴
訟
提
起
の
時
期
を
遅
ら
せ
る
意
味
し
か
な
く
、
原
告
と
し
て
は
不
法
行
為
よ
り
不
利
に
な
り
、
二
五
条
訴
訟
の
意
義

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。



エ
ビ
ス
食
品
企
業
組
合
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
、
「
同
法
二
五
条
が
特
殊
の
損
害
賠
償
責
任
を
定
め
、
同
法
二
六
条
に
お
い
て
右
損

害
賠
償
の
請
求
権
は
所
定
の
審
決
が
確
定
し
た
後
で
な
け
れ
ば
裁
判
上
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ

に
よ
っ
て
個
々
の
被
害
者
の
受
け
た
損
害
の
填
補
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
」
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
審
決
の

確
定
が
二
五
条
訴
訟
に
お
い
て
被
害
者
た
る
原
告
の
立
証
に
有
利
に
働
く
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
く
の

学
説
の
共
通
し
た
認
識
と
い
え
る
。

独占禁止法における勧告答決に係わる最高裁判決の検討

ω
そ
れ
で
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
が
違
反
行
為
の
存
在
の
立
証
に
ど
の
程
度
寄
与
す
る
か
。
先
ず
、
勧
告
審
決
の
存
在
が
裁
判
所
に
よ
る

違
反
行
為
の
存
在
の
認
定
を
拘
束
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
学
説
は
分
か
れ
る
。

勧
告
審
決
に
拘
束
力
を
認
め
る
学
説
が
あ
る
。
こ
の
学
説
は
、
す
べ
て
の
審
決
に
拘
束
力
を
認
め
る
。
そ
の
主
要
な
根
拠
は
二
つ
あ
る
。

一
は
独
占
禁
止
法
二
六
条
の
規
定
で
あ
る
。
二
五
条
訴
訟
が
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決
の
確
定
を
前
提
と
し
て
い
る
趣
旨
は
、
被
害
者
に
独

占
禁
止
法
違
反
行
為
の
存
在
を
立
証
す
る
責
任
を
免
れ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

い
う
。
さ
ら
に
、
勧
告
審
決
の
場
合
に
も
、
違
反
事
実
と
法
の
適
用
を
明
示
し
て
、

人
の
側
で
は
、

そ
れ
を
拒
否
す
る
自
由
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
の
審
決
も
裁
判
所
を
拘
束
す
る
と

一
定
の
排
除
措
置
を
行
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
被
審

そ
れ
に
応
諾
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
勧
告
審
決
が
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
公
正
な
手
続
と
し
て
行
わ
れ
た
審
決
で
あ
る
こ
と
は
審
判
審
決
と
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
、
拘
束
力
を
認
め
る
。

勧
告
審
決
に
拘
束
力
を
認
め
な
い
と
す
る
学
説
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
拘
束
力
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定
が
な
い
の
に
二
六
条
一
項
の
規
定
だ
け
か
ら
拘
束
力
を
認
め
よ
う
と
い
う
解
釈
は
、
独
占
禁
止
法
八

O
条
の
規
定
と
均
衡
を
失
す
る
。

②
勧
告
審
決
(
四
八
)
は
、
簡
易
な
手
続
に
よ
り
排
除
措
置
を
命
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
違
反
行
為
の
確
認
に
必
要
な
手
続

を
経
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
事
件
と
し
て
は
別
個
で
あ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
も
は
や
事
実
を
争
う
こ
と
は
許
さ
な
い

北法42(2・19)427



説

(
日
)

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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るム

阿""

勧
告
審
決
書
に
記
載
さ
れ
る
違
反
事
実
が
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
裁
判
所
の
事
実
認
定
を
拘
束
す
る
と
す
る
こ
と
は
、
違
反
事
実
の
存

否
に
つ
い
て
裁
判
所
の
判
断
の
機
会
が
な
く
な
り
、
憲
法
七
六
条
一
項
二
項
の
趣
旨
に
反
す
る
。

④
刑
事
判
決
が
確
定
し
て
も
、
そ
の
事
件
の
事
実
に
係
わ
る
不
法
行
為
の
民
事
裁
判
で
は
、
そ
の
刑
事
判
決
の
事
実
認
定
に
拘
束
力
が
な

い
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
手
続
に
は
他
の
事
件
の
事
実
認
定
に
拘
束
力
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、
独
占
禁
止
法

関
係
の
み
を
特
別
に
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

ω
勧
告
審
決
の
拘
束
力
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
判
決
の
先
例
は
、
石
油
元
売
六
社
事
件
で
あ
っ
て
、
「
法
八

O
条
一
項
の
よ
う
な
規
定
を
欠

く
法
二
六
条
の
無
過
失
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
審
判
審
決
に
お
い
て
公
正
取
引
委
員
会
が
認
定
し
た
事
実
で
あ
っ
て
も
裁
判
所

③ を
拘
束
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
、
拘
束
力
を
否
定
し
た
。

次
い
で
、
東
京
灯
油
事
件
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
寸
法
八

O
条
一
項
の
よ
う
な
規
定
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
勧
告
審
決
に
あ
っ

て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
は
そ
の
要
件
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
審
決
の
存
在
が
違
反
行
為
の
存
在
を
推
認
す
る
に

つ
い
て
一
つ
の
資
料
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
以
上
に
右
審
決
が
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
き
裁
判
所
を
拘
束
す
る
と
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
五
条
訴
訟
に
お
い
て
は
、
勧
告
審
決
の
拘
束
力
の
な
い
こ
と
が
判
例
と
し
て
確
定
し

た
と
い
え
る
。

凶
そ
れ
で
は
、
二
五
条
訴
訟
で
勧
告
審
決
の
存
在
が
違
反
行
為
の
立
証
に
い
か
に
寄
与
す
る
か
。

石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
傍
論
で
あ
る
が
、
「
右
訴
訟
に
お
い
て
、
違
反
行
為
に
対
す
る
排
除
措
置
を

命
ず
る
審
決
が
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
審
決
の
成
立
過
程
の
特
質
、
す
な
わ
ち
、
審
判
審
決
に
あ
っ
て
は
公
正
取
引

委
員
会
の
証
拠
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
を
、
同
意
審
決
に
あ
っ
て
は
被
審
人
の
違
反
行
為
の
自
認
を
、
勧
告
審
決
に
あ
っ
て
は
違
反
行
為



の
排
除
措
置
を
と
る
こ
と
の
応
諾
を
、
要
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
応
じ
て
強
弱
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
、
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
き

い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
推
定
が
働
く
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
裁
判
所
に
対
す
る
法
律
上
の
拘
束
と
み
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
」
と
判
示
し
た
。

す
べ
て
の
審
決
に
事
実
上
の
推
定
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
審
決
の
種
類
に
よ
り
推
定
力
の
強
さ
が
異
な
り
、
勧
告
審
決
の
推

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

定
が
最
も
弱
い
と
さ
れ
た
。

ω
民
事
訴
訟
に
お
げ
る
事
実
上
の
推
定

民
事
訴
訟
に
お
け
る
事
実
上
の
推
定
と
い
う
こ
と
は
、
主
要
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
、
間
接
事
実
の
存
在
か
ら
経
験
則
に
よ
り
推
認
す
る

こ
と
で
あ
り
、
経
験
則
を
大
前
提
と
し
、
間
接
事
実
の
存
在
を
小
前
提
と
し
、
も
っ
て
主
要
事
実
の
存
在
を
推
認
す
る
と
い
う
三
段
論
法
の

構
造
を
も
っ
と
い
う
。

立
証
責
任
を
負
う
当
事
者
は
、
主
要
事
実
を
推
認
さ
せ
る
に
十
分
な
間
接
事
実
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
間
接
事
実
か
ら

の
推
認
が
事
実
上
の
推
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
験
則
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

推
定
力
の
程
度
は
、
間
接
事
実
に
よ
り
差
が
あ
る
か
ら
、
数
個
の
間
接
事
実
に
よ
り
主
要
事
実
を
推
認
で
き
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
一
個
の

間
接
事
実
か
ら
推
認
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

事
実
上
の
推
定
は
、
経
験
則
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
例
外
も
あ
り
、
そ
れ
は
「
直
接
反
証
」
ま
た
は
寸
間
接
反
証
L

に
よ
っ
て
破
ら
れ

る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
間
接
反
証
L

で
あ
り
、
こ
れ
は
、
証
明
さ
れ
た
間
接
事
実
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
主
要
事
実
の
推
認
を

妨
げ
る
別
の
間
接
事
実
を
立
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
間
接
反
証
」
と
な
る
事
実
の
証
明
は
明
確
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判

決
で
は
、
し
ば
し
ば
「
特
段
の
事
情
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
官
の
心
証
を
真
偽
不
明
に
持
ち
込
む
な
ら
ば
、
反
証
は
成
功
し
た
の

で
あ
り
、
立
証
責
任
の
あ
る
側
が
原
則
に
し
た
が
い
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

~t法42(2・21)429 
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以
上
の
理
論
に
照
ら
し
て
石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
「
事
実
上
の
推
定
」
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

石
油
元
売
六
社
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
の
立
証
に
よ
り
、
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
い
て
「
事
実
上
の
推
定
L

が
で
き
る

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
推
定
は
勧
告
審
決
の
存
在
の
み
に
よ
り
事
実
上
の
推
認
が
で
き
る
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
限
り
で

は
、
原
告
に
と
っ
て
は
違
反
行
為
の
立
証
が
容
易
に
な
る
の
で
あ
る
。

北法42(2・22)430

三A、
日聞

勧
告
審
決
の
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
が
違
反
行
為
の
存
在
の
事
実
上
の
推
定
に
つ
な
が
る
根
拠
は
、
石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決

で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
最
高
裁
調
査
官
の
解
説
に
よ
る
と
、
寸
勧
告
の
応
諾
は
違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
と
る
こ
と

の
応
諾
で
あ
っ
て
、
論
理
的
に
は
、
違
反
行
為
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
勧
告
の
応
諾
に
基
づ
く
勧
告
審
決
の
存
在
か
ら
違
反

行
為
の
存
在
に
つ
き
事
実
上
の
推
定
を
働
か
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
勧
告
に
対
す
る
応
諾
が
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
応
諾
に
根
拠
を
求
め
て
い
る
の
で
、
勧
告
審
決
の
推
定
力
が
弱
い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
上
の
推
定
は
、
経
験

則
に
よ
る
推
定
で
あ
る
か
ら
例
外
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勧
告
の
応
諾
に
よ
り
違
反
行
為
を
事
実
上
推
定
し
た
場
合
に
、

そ
の
推
定

が
働
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ど
の
よ
う
な
と
き
か
。
最
高
裁
調
査
官
の
解
説
に
よ
る
と
、
事
実
上
の
推
定
が
働
か
な
い
場
合
と
し

て
、
「
勧
告
の
応
諾
は
、
審
判
手
続
、
審
決
後
の
訴
訟
等
で
争
う
こ
と
の
時
間
的
、
経
済
的
損
失
等
種
々
の
考
慮
か
ら
、
違
反
行
為
の
存
否
に

か
か
わ
ら
ず
行
わ
れ
る
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
応
諾
が
こ
の
よ
う
な
考
慮
の
も
と
で
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
推
定
力
(
な
い
し
証
拠
価
値
)
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

勧
告
審
決
の
拘
束
力
を
否
定
す
る
学
説
も
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
行
為
の
存
在
の
事
実
上
の
推
定
を
認
め
る
。
そ
の
根
拠
は
、
勧

告
審
決
に
お
い
て
も
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
事
実
認
定
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
の
推
定
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。

(6) 

東
京
灯
油
事
件
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
「
い
わ
ゆ
る
勧
告
審
決
に
あ
っ
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
は
そ
の
要
件
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で
は
な
い
か
ら
、
本
件
審
決
の
存
在
を
推
認
す
る
に
つ
い
て
一
つ
の
資
料
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
以
上
に
右
審
決
が

違
反
行
為
の
存
在
に
つ
き
裁
判
所
を
拘
束
す
る
と
は
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
L

と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
の
判
示
事
項
の
主
眼
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
が
違
反
行
為
の
存
在
の
認
定
に
つ
い
て
裁
判
所
を
拘
束
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ

り
、
判
決
の
文
言
か
ら
は
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
行
為
の
事
実
上
の
推
定
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
学
説
も

緩
い
推
定
を
認
め
た
と
す
る
も
の
、
推
定
を
認
め
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
と
評
価
が
分
か
れ
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
の
最
高
裁
調
査
官
の

解
説
も
「
本
判
決
は
、
事
実
上
の
推
定
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
な
い
が
、
右
最
三
小
判
決
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
そ
の
こ

と
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
」
で
あ
る
と
す
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
判
決
が
事
実
上
の
推
定
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
か
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
の
判
決
の
事
実
上
の
推
定
に
つ
い
て
も
つ
先
例
的
価
値
は
低
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

七
O
九
条
訴
訟
に
お
げ
る
勧
告
審
決
の
存
在
と
違
反
行
為
の
立
証

鶴
岡
灯
油
事
件
は
七

O
九
条
訴
訟
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
行
為
の
事
実
上
の
推
定
が
論
点
と

な
っ
た
。
最
高
裁
判
決
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
事
実
上
の
推
定
説
を
と
り
、
そ
の
根
拠
、
推
定
の
範
囲
、
勧
告
審
決
の
存
在
の
み
で
は
推
定

の
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
判
示
し
た
。

ω
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
行
為
の
推
定
に
つ
い
て
、
勧
告
審
決
は
、
「
勧
告
の
応
諾
を
要
件
と
し
て
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
独
占

禁
止
法
違
反
行
為
の
存
在
の
認
定
を
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
く
(
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
は
勧
告
の
要
件
に
し
か
す

ぎ
な
い
。
)
、
し
た
が
っ
て
、
勧
告
審
決
に
よ
っ
て
、
右
違
反
行
為
の
存
在
が
確
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
勧
告
の
応
諾
は
、

違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
採
る
こ
と
の
応
諾
な
の
で
あ
る
か
ら
、
独
占
禁
止
法
違
反
の
行
為
を
不
法
行
為
の
責
任
原
因
と
す
る
損
害
賠
償
請

求
訴
訟
に
お
い
て
、
右
違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
命
ず
る
勧
告
審
決
が
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
い

(1) 

;Jl;i去42(2・23)431



説

て、

い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
推
定
が
働
く
こ
と
自
体
否
は
否
定
で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
L

と
す
る
。

北法42(2・24)432

::;:.t、
局間

勧
告
審
決
の
拘
束
力
を
肯
定
す
る
学
説
は
、
審
決
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
審
決
に
よ
る
排
除
措
置
命
令
の
対
象
と
な
る
違
反
行
為

に
つ
い
て
は
、
審
決
の
確
定
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
立
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
被
害
者
は
、
そ
れ
を
立
証
す
る
必
要
が
な
く
、
審
決
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
実
は
、
裁
判
所
を
拘
束
す
る
と
い
う
二
五
条
訴
訟
の
仕
組
み
は
、
七

O
九
条
訴
訟
に
お
い
て
も
排
除
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
し
、
こ
の
判
決
を
批
判
す
る
。

二
五
条
訴
訟
で
も
勧
告
審
決
に
拘
束
力
を
認
め
な
い
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
七

O
九
条
訴
訟
に
お
い
て
拘
束
力
を
認
め
る
こ
と
に
は
一
層

否
定
的
と
な
る
が
、
事
実
上
の
推
定
に
は
賛
同
す
る
。

こ
の
判
決
は
、
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
に
つ
い
て
、
「
勧
告
の
応
諾
は
、
違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
採
る
こ
と
の
応
諾
な
の
で
あ
る
か
ら
、

独
占
禁
止
法
違
反
の
行
為
を
不
法
行
為
の
責
任
原
因
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
右
違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
命
ず
る
勧
告
審

決
が
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、
右
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
推
定
が
働
く
こ
と
自
体
は
否
定
で
き

な
い
・
:
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
勧
告
へ
の
応
諾
が
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
に
な
る
と
い
う
の
は
、
石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
調
査
官
の
解
説
に
見
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
高
裁
判
決
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。
学
説
の
ほ
と
ん
ど
が
最
高
裁
判
決
の
こ
の
点
を
批
判
す
る
。

ω
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
行
為
の
存
在
の
推
定
の
範
囲
に
つ
い
て
、
寸
勧
告
審
決
の
審
決
書
に
は
、
排
除
措
置
と
の
関
係
に
お
い
て

排
除
さ
れ
る
べ
き
違
反
行
為
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
審
決
の
一
事
不
再
理
の
効
力
と
の
関
係
に
お
い
て
事
実
を
特
定
す
る
た
め
に
、
同
法

五
七
条
一
項
に
い
う
審
決
書
に
示
す
べ
き
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
と
し
て
、
勧
告
に
際
し
公
正
取
引
委
員
会
が
認
め
た
事
実
(
同

法
四
八
条
一
項
)
、
す
な
わ
ち
、
勧
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
実
(
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
及
び
審
決
に
関
す
る
規
則
二

O
条
一
項
一
号
)
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
前
記
勧
告
審
決
の
法
的
性
質
と
右
の
勧
告
審
決
書
に
お
い
て
独
占
禁
止
法
違
反
の
事
実
が
示
さ
れ
て



い
る
意
義
に
か
ん
が
み
る
と
、
勧
告
審
決
の
存
在
が
立
証
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
前
記
の
事
実
上
の
推
定
は
、
当
該
勧
告
審
決
書
の
主
文
と

審
決
書
に
示
さ
れ
た
同
法
違
反
の
事
実
を
実
質
的
に
総
合
対
照
し
、
勧
告
審
決
の
主
文
の
排
除
措
置
と
関
連
性
を
有
し
な
い
違
反
行
為
を
除

き
、
主
文
に
お
い
て
命
じ
ら
れ
た
排
除
措
置
か
ら
み
て
論
理
的
に
排
除
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
同
法

違
反
行
為
の
存
在
に
つ
い
て
も
働
く
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
L

と
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
評
価
す
る
学
説
も
あ
る
が
、
批
判
も
あ
る
。
批
判
す
る
学
説
は
、
勧
告
審
決
も
行
政
処
分
と
し
て
、
公
正
取
引
委

員
会
の
事
実
認
定
に
基
づ
い
て
違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
命
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
す
べ
て
に
つ
い
て

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

事
実
上
の
推
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
最
高
裁
判
決
が
応
諾
の
内
容
が
「
排
除
措
置
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
論
を
進
め
る

の
で
、
こ
の
見
解
と
は
対
立
し
た
も
の
に
な
る
。

勧
告
審
決
に
よ
る
違
反
行
為
存
在
の
推
定
の
程
度
に
つ
い
て
、
「
勧
告
審
決
は
勧
告
の
応
諾
を
要
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
違
反
行
為

そ
の
有
す
る
事
実
上
の
推
定
の
程
度
は
、
違
反
行
為
に
関
す
る
公

4
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の
存
在
の
認
定
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

正
取
引
委
員
会
の
証
拠
に
よ
る
事
実
認
定
を
要
件
と
す
る
審
判
審
決
や
被
審
人
の
違
反
行
為
事
実
の
自
認
を
要
件
と
す
る
同
意
審
決
に
比
し

て
、
相
対
的
に
低
い
も
の
で
あ
る
L

と
い
う
。

こ
の
判
決
は
、
石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
考
え
方
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
勧
告
審
決

の
推
定
力
が
弱
い
理
由
と
し
て
、
勧
告
へ
の
応
諾
に
よ
る
も
の
で
あ
る
ほ
か
、
「
違
反
行
為
の
存
在
の
認
定
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
L

こ
と
を
摘
示
し
て
い
る
。

北法42(2・25)433

こ
れ
に
対
し
て
、
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
を
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
学
説
か
ら
は
、

ず
れ
の
審
決
に
お
い
て
も
推
定
力
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
か
、
勧
告
審
決
と
同
意
審
決
の
推
定
力
に
は
差
が
な
い
と
い
う
。

ω
こ
の
判
決
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
事
実
の
事
実
上
の
推
定
に
つ
い
て
、
勧
告
審
決
の
存
在
の
み
に
よ
っ
て
は
推
定
で
き
な しコ



説

い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

北法42(2・26)434

呈ム
阿川1

「
勧
告
の
応
諾
が
、
審
判
手
続
や
審
決
後
の
訴
訟
後
で
争
う
こ
と
の
時
間
的
、
経
済
的
損
失
あ
る
い
は
社
会
的
影
響
に
対
す
る
考
慮
等
か

ら
、
違
反
行
為
の
存
否
と
か
か
わ
り
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
き
は
、
勧
告
審
決
が
存
在
す
る
と
の
事
実
の
み
に
基
づ
い
て
、
そ

の
審
決
書
に
日
記
載
さ
れ
た
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
L

こ
の
場
合
を
本
件
に
照
ら
し
て
み
た
の
が
次
の
判
示
で
あ
る
。

上
告
人
ら
は
、
原
審
に
お
い
て
、
本
件
勧
告
審
決
の
前
提
と
し
て
の
勧
告
の
応
諾
が
さ
れ
た
当
時
の
石
油
業
界
を
め
ぐ
る
経
済
的
社
会
的

情
勢
を
詳
細
に
主
張
し
、
「
上
告
人
ら
石
油
元
売
一
二
社
と
し
て
は
、
決
し
て
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
を
認
め
た
た
め
に
勧
告
を
応
諾
し
た
の

で
は
な
く
、
右
の
情
勢
か
ら
み
て
勧
告
の
応
諾
を
拒
否
し
て
審
判
・
訴
訟
で
争
う
の
は
石
油
業
界
の
置
か
れ
た
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
得
策
で
は
な
く
、
勧
告
を
応
諾
し
た
と
し
て
も
同
法
違
反
行
為
を
認
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
勧
告
を
応
諾
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

い
う
通
産
省
当
局
局
に
よ
る
強
力
な
懲
憩
が
あ
り
、
ま
た
、
同
法
違
反
行
為
の
存
否
を
か
け
て
争
う
長
い
時
間
、
多
大
の
費
用
を
か
け
て
争

う
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、

そ
の
結
果
、
勧
告
を
応
諾
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
か
っ
、
こ
れ
に
沿
う
証
拠
を
提
出

し
て
い
る
が
、
こ
の
証
拠
に
よ
れ
ば
、
右
主
張
事
実
、
す
な
わ
ち
、
上
告
人
ら
の
し
た
勧
告
の
応
諾
は
、
違
反
行
為
の
存
否
と
か
か
わ
り
な

く
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
き
は
、
勧
告
審
決
が
存
在
す
る
と
の
事
実
の
み
に
基
づ
い
て
、
そ
の
審
決
書
に
記
載
さ
れ
た
独
占
禁
止
法

違
反
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
。

こ
の
判
決
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
の
み
に
よ
り
違
反
行
為
を
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
間
接
反
証
と
し
て
勧
告
に
対
す
る
応
諾
が
時

間
的
、
経
済
的
損
失
あ
る
い
は
社
会
的
影
響
に
対
す
る
考
慮
な
ど
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
な
ら
、
推
定
が
破
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
勧
告
に
対
す
る
応
諾
が
そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
き
に
は
、
勧
告
審
決
の
存
在

の
み
か
ら
違
反
行
為
の
存
在
を
推
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。



前
者
で
あ
る
な
ら
、
事
実
上
の
推
定
が
働
か
な
い
と
い
う
間
接
反
証
は
、
明
確
に
間
接
事
実
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
本
件

で
は
「
窺
わ
れ
る
と
き
」
に
推
定
が
働
か
な
い
と
し
て
、
間
接
反
証
の
程
度
を
著
し
く
低
く
し
て
い
る
の
は
疑
問
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ

ろ
〉
つ
。ま

た
、
こ
の
判
決
の
考
え
が
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
現
実
に
勧
告
に
応
諾
す
る
か
い
な
か
は
、
時
間
的
、
経
済
的
損
失
、
社
会
的
影
響
を

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

考
慮
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
応
諾
す
る
か
否
か
の
動
機
に
過
ぎ
な
い
の
に
推
定
力
に
影
響
す
る
の
は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
批

判
も
あ
ろ
う
。

附
最
高
裁
判
決
が
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
事
実
上
の
推
定
の
程
度
に
つ
い
て
、
推
定
力
が
弱
い
と
し
て
い
る
の
は
、
事
実
上
の
推
定
の

根
拠
を
勧
告
に
対
す
る
応
諾
と
勧
告
審
決
の
段
階
で
事
実
認
定
が
な
さ
れ
な
い
と
い
う
そ
の
性
質
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
。

現
実
の
訴
訟
に
お
い
て
、
勧
告
審
決
の
存
在
が
ど
の
程
度
の
推
定
力
を
有
す
る
か
は
裁
判
官
の
心
証
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
勧
告
審
決
の

存
在
に
よ
る
推
定
力
が
弱
い
と
な
る
と
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
た
る
原
告
と
し
て
は
、
予
備
的
に
も
勧
告
審
決
以
外
の
証
拠
に

よ
り
違
反
行
為
を
立
証
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
原
告
に
重
い
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
り
、
無
過
失
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
を
認
め
て
も
、
ま
た
、
七

O
九
条
訴
訟
に
お
い
て
被
害
者
に
原
告
適
格
を
認
め
て
も
、
結
局
は
、
画
に
書
い
た
餅
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
避
け
る
途
は
二
つ
あ
ろ
う
。
一
つ
は
最
高
裁
が
勧
告
審
決
に
つ
い
て
の
見
解
を
基
本
的
に
改
め
る
か
、
二
つ
に
公
正
取

引
委
員
会
が
最
高
裁
判
決
を
前
提
に
い
か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
最
高
裁
判
決
の
勧
告
審
決
に
つ
い
て
の

見
解
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
く
。

北法42(2・27)435

(
1
)
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
と
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
の
関
係
を
全
般
的
に
検
討
し
て
い
る
論
稿
は
多
数
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
と
く
に
参
照
し

た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。



説

正
田
彬
・
独
禁
法
の
審
決
と
損
害
賠
償
ジ
ュ
リ
ス
ト
六

O
七
号
一
一
七
頁
、
同
・
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
と
損
害
賠
償
経
済
法
学
会
年
報
(
「
学

会
年
報
」
と
引
用
)
一
二
号
一
頁
、
丹
宗
昭
信
・
独
占
禁
止
法
二
五
条
関
係
訴
訟
(
新
実
務
民
事
訴
訟
講
座
一

O
行
政
訴
訟
H
・
昭
五
七
日
本
評

論
社
)
二
八
五
頁
、
実
方
謙
二
・
独
禁
法
違
反
と
損
害
賠
償
公
正
取
引
二
八
三
頁
一

O
頁
(
独
占
禁
止
法
と
現
代
経
済
(
昭
五
一
・
成
文
堂
)

二
三
九
頁
に
所
収
)
、
内
田
耕
作
・
独
禁
法
違
反
を
理
由
と
す
る
消
費
者
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
(
本
間
・
山
口
還
暦
記
念
昭
六
三
法
律
文
化

社
)
四

O
一
頁
、
根
岸
哲
・
独
占
禁
止
法
違
反
と
損
害
賠
償
(
独
占
禁
止
法
講
座
刊
・
平
元
商
事
法
務
研
究
会
)
(
可
講
座
」
と
引
用
)
四
五
頁
、

同
・
独
占
禁
止
法
違
反
と
損
害
賠
償
請
求
(
損
害
賠
償
法
の
課
題
と
展
望
・
石
田

l
西
原
高
木
還
暦
記
念
中
巻
平
二
日
本
評
論
社
)
二

六
七
頁
(
「
還
暦
記
念
」
と
引
用
)

ま
た
、
鶴
岡
灯
油
事
件
の
最
高
裁
判
決
後
に
公
正
取
引
委
員
会
は
「
独
占
禁
止
法
に
関
す
る
損
害
賠
償
制
度
研
究
会
L

(

座
長
・
東
京
大
学
法
学

部
平
井
宜
雄
教
授
)
を
開
催
し
、
平
成
二
年
六
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
(
「
研
究
会
報
告
」
と
引
用
)
。

(
2
)
加
藤
一
郎
・
不
法
行
為
(
増
補
版
)
(
法
律
学
全
集
一
一
一
一

l
H
・
昭
四
九
有
斐
閣
)
七
二
頁
研
究
会
報
告
七
頁
に
お
い
て
も
、
独
占
禁
止

法
二
五
条
に
規
定
す
る
違
反
行
為
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
「
通
常
、
行
為
者
の
故
意
少
な
く
と
も
過
失
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
責
任
の
存
否
に
お
い
て
過
失
責
任
と
の
聞
に
大
き
な
差
異
は
な
い
と
も
い
え
な
く
は
な
い
が
、
被
告
は
故
意
ま
た
は
過
失
の
な

か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
訴
訟
上
の
機
能
と
し
て
は
審
理
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
」
と
し
て
い
る
。

(3)
正
田
・
学
会
年
報
四
頁
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
三
号
四
三
頁
は
、
こ
の
無
過
失
責
任
は
「
故
意
・
過
失
の
立
証
を
要
し
な
い
故
意
な
い
し

過
失
に
も
と
づ
く
責
任
と
い
う
面
が
強
い
」
と
い
う
。

(
4
)
最
高
裁
は
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
判
示
を
、
え
び
す
食
品
企
業
組
合
事
件
昭
四
七
・
一
一
・
一
六
判
決
(
民
集
二
六
巻
九
号
一
五
七
三
頁
、
公
取

委
審
決
集
(
一
九
)
一
一
一
五
頁
)
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。

な
お
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
が
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
を
提
起
で
き
る
こ
と
は
、
鶴
岡
灯
油
事
件
最
高
裁
判

決
で
判
示
さ
れ
た
。

(
5
)
研
究
会
報
告
三
頁

(6)
行
政
機
関
が
私
人
に
よ
る
訴
訟
に
関
与
し
て
、
所
轄
し
て
い
る
法
の
実
現
に
寄
与
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
田
中
英
夫
・
竹

内
昭
夫
・
法
の
実
現
に
お
け
る
私
人
の
役
割
(
昭
六
二
・
東
大
出
版
会
)
八
九
頁

(
7
)
根
岸
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
九
三
号
六
三
頁
、
沢
田
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
(
第
四
版
)
二
四
六
頁

三ム
闘円筒
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(
8
)
吉
川
・
独
禁
法
上
の
審
決
と
裁
判
所
へ
の
拘
束
力

l
主
と
し
て
事
実
認
定
の
拘
束
力
|
法
曹
時
報
二
七
巻
四
号
六
六
二
頁
は
、
寸
単
に
法
二
五

条
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
東
京
高
裁
で
訴
訟
上
行
使
す
る
要
件
と
し
て
「
審
決
の
確
定
L

を
規
定
し
た
に
止
L

る
と
す
る
。
同
旨
園
部
・
審
査
審

判
手
続
の
法
理
(
中
)
公
正
取
引
四
一
三
号
四
七
頁

(
9
)
今
村
・
研
究
(
五
)
一
五
七
頁
、
正
田
・
全
訂
(
日
〕
三
五
七
頁
、
根
岸
・
講
座
七

O
頁

(
叩
)
勧
告
審
決
の
み
で
な
く
他
の
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決
を
含
め
て
そ
の
存
在
が
違
反
行
為
の
立
証
を
拘
束
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
学
説

は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
全
て
の
審
決
に
つ
い
て
拘
束
力
を
肯
定
す
る
も
の
(
全
部
肯
定
説
)
(
正
回
・
全
訂

(
H
〕
三
五
八
頁
、
三
七
六
頁
、

本
間
・
法
律
時
報
六
二
巻
四
号
六
二
頁
)
、
審
判
審
決
の
み
に
つ
い
て
拘
束
力
を
認
め
る
も
の
ご
部
肯
定
説
)
(
今
村
・
新
版
二
二
九
頁
(
今

村
説
の
詳
述
に
つ
い
て
は
、
今
村
・
研
究
〔
五
)
一
四
七
頁
)
、
来
生
新
・
判
例
タ
イ
ム
ス
五
八
一
号
二
五
頁
)
及
び
す
べ
て
の
審
決
に
つ
い
て
拘

束
力
を
否
定
す
る
も
の
(
全
部
否
定
説
)
(
吉
川
大
二
郎
・
前
掲
論
文
六
四
九
頁
、
根
岸
哲
・
講
座
七

O
頁
)
で
あ
る
。

(
日
)
正
田
・
全
訂

(
H
〕
三
五
八
頁
、
本
間
・
前
掲
論
文
六
二
頁

(
ロ
)
吉
川
・
前
掲
論
文
六
四
九
頁
、
根
岸
・
講
座
七

O
頁

(
日
)
今
村
・
新
版
二
二
九
頁
、
園
部
・
前
掲
論
文
四
七
頁

(
H
)
吉
川
・
前
掲
論
文
六
四
九
頁
、
根
岸
・
講
座
七

O
頁

(
日
)
園
部
・
前
掲
論
文
四
七
頁

(
日
)
勧
告
審
決
の
存
在
に
拘
束
力
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
独
占
禁
止
法
の
み
で
な
く
、
民
事
訴
訟
法
、
行
政
法
(
行
政
手
続
、
行
政
と

司
法
と
の
権
限
の
分
配
)
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
判
決
が
勧
告
審
決
の
拘
束
力
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
、
法
に
規
定
が
な
い
と
い

う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
釈
に
よ
っ
て
は
処
理
で
き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
口
)
民
事
訴
訟
に
お
け
る
「
事
実
上
の
推
定
L

に
つ
い
て
は
、
多
数
の
論
説
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
参
考
と
し
た
の
は
、
倉
田
卓
次
・
民
事
実

務
と
証
明
論
(
昭
六
二
・
日
本
評
論
社
)
二

O
七
頁
、
倉
田
卓
次
・
飯
島
悟
・
間
接
反
証
(
小
山
昇
外
編
・
演
習
民
事
訴
訟
法
(
新
演
習
法
律
学

講
座
二
一
)
昭
六
二
・
青
林
書
院
)
)
五

O
九
頁
、
賀
集
唱
・
挙
証
責
任
(
続
判
例
展
望
(
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
九
号
・
昭
四
八
)
二

O
八
頁

(
日
)
、
(
叩
)
越
山
・
解
説
一
五
七
頁

(
却
)
今
村
・
研
究
(
五
)
一
五
一
頁
、
一
六
三
頁
、
根
岸
・
講
座
七
七
頁

(
汎
)
こ
の
事
件
の
東
京
高
裁
判
決
は
寸
本
件
審
決
の
存
在
が
法
違
反
行
為
の
存
在
に
つ
き
あ
る
程
度
の
事
実
上
の
推
定
の
資
料
と
な
り
得
る
こ
と
は

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討
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説

否
定
し
得
な
い
」
と
し
て
、
自
ら
事
実
に
認
定
を
し
て
い
る
。

(
幻
)
淡
路
剛
久
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
三
号
四
三
頁
は
、
本
件
判
決
は
事
実
上
の
推
定
を
否
定
し
た
と
し
、
今
村
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
九
四
号
一
四
頁
、

来
生
・
商
事
法
務
一
一
一
一
二
号
二
頁
、
向
田
・
北
海
学
園
法
学
研
究
二
三
号
五
一
四
頁
は
、
弱
い
推
定
を
認
め
た
と
す
る
。

(
お
)
佐
藤
・
解
説
三
六
二
貝

(
叫
)
正
回
・
法
律
時
報
六
二
巻
三
号
一

O
頁
、
本
間
・
六
二
巻
四
号
六
二
頁
な
お
、
鶴
岡
灯
油
事
件
が
山
形
地
裁
鶴
岡
支
部
に
提
訴
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
四
九
年
一
二
月
二
二
日
で
あ
る
。
当
時
、
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
勧
告
審
決
を
受
け
た
の
は
、
石
油
元
売
業
者
一
二
名
及
び
石
油
連
盟
で
あ

り
、
こ
の
訴
訟
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
を
被
告
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
勧
告
審
決
の
名
宛
人
の
う
ち
確
定
し
た
の
は
石
油
元
売
業
者
六
名
と
石
油

連
盟
に
つ
い
て
で
あ
る
。
他
の
石
油
元
売
業
者
六
名
は
審
決
取
消
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
対
す
る
勧
告
審
決
が
確
定
し

た
の
は
、
最
高
裁
判
決
の
あ
っ
た
昭
和
五
二
年
四
月
四
日
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
七

O
九
条
訴
訟
で
も
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
り
違
反
事
実
の
存
在

の
認
定
に
拘
束
力
を
有
す
る
と
い
う
見
解
の
根
拠
が
、
そ
の
訴
訟
が
勧
告
審
決
確
定
後
に
提
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
す
る
と
、
本
件
の

場
合
に
い
か
に
考
え
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

(
お
)
今
村
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
八
五
頁
、
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
三
号
四
四
頁
、
根
岸
・
法
律
時
報
六
二
巻
七
号
七

O
頁

(
却
)
今
村
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
八
五
頁
、
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
三
号
四
四
頁
、
根
岸
・
法
律
時
報
六
二
巻
七
号
七

O
頁
、
金
子
・
公
正
取

引
四
七
三
号
二
二
頁

(
幻
)
根
岸
・
還
暦
記
念
二
八
二
頁
、
他
方
、
金
子
・
公
正
取
引
四
七
三
号
二
四
頁
は
、
判
決
を
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と
す
る
。

(
泊
)
今
村
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
八
六
頁
、
根
岸
・
法
律
時
報
六
二
巻
七
号
七
一
頁

(
却
)
越
山
・
解
説
三

O
二
頁
に
お
い
て
、
「
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
違
反
行
為
の
排
除
措
置
を
命
ず
る
審
決
が
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た

・
場
合
(
審
決
が
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
場
合
)
違
反
事
実
の
存
在
の
事
実
上
の
推
定
が
生
ず
る
(
な
い
し
有
力
な
証
拠
と
な
る
。
)
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
L

と
し
、
さ
ら
に
同
三

O
三
頁
に
お
い
て
、

J
応
諾
が
こ
の
よ
う
な
考
慮
の
も
と
で
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
推
定
力
(
な
い
し
証
拠
価
値
)
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
、
括
孤
内
で
書
き
分
け
て
い
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
却
)
今
村
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
八
六
頁
、
金
子
・
公
正
取
引
四
七

O
号
二
三
頁

(
担
)
今
村
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
二
号
八
六
頁
は
、
本
件
判
決
が
寸
応
諾
」
を
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
と
解
し
て
い
な
が
ら
、
寸
応
諾
L

の
動
機
の
い
か

ん
に
よ
っ
て
事
実
上
の
推
定
が
揺
ら
ぐ
と
す
る
の
は
矛
盾
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

=A 
両岡
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(
お
)
根
岸
教
授
は
最
高
裁
の
判
決
の
見
解
が
基
本
的
に
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
法
改
正
を
主
張
す
る
(
法
律
時
報
六
二
巻
七
号
七
一
頁
)
。
そ
の
要
点

は
、
①
い
ず
れ
の
審
決
に
つ
い
て
も
、
公
取
委
に
よ
る
違
反
行
為
の
認
定
が
要
件
で
あ
る
こ
と
、
②
公
取
委
が
認
定
し
た
違
反
行
為
の
存
在
を
示

す
審
決
書
の
存
在
の
立
証
が
あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
い
て
、

(a)
違
反
行
為
の
存
在
を
疑
わ
し
め
る
反
証
の
な
い
限
り
違
反
行
為
の
存
在

を
推
定
す
、
ま
た
は

(
b
)
違
反
行
為
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
証
明
(
こ
の
場
合
は
本
証
で
あ
る
)
し
な
い
限
り
違
反
行
為
の
存
在
を
推
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。

研
究
会
報
告
一
五
頁
は
、
「
勧
告
審
決
を
含
め
た
審
決
記
載
事
実
に
つ
い
て
法
律
上
の
推
定
効
を
認
め
る
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
が
固
に
お
け
る
裁
判
制
度
や
不
法
行
為
責
任
の
一
般
的
在
り
方
と
も
密
接
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
総
合
的
か

っ
慎
重
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

第

勧
告
審
決
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
決
の
問
題
点

の(1)
検
討
を
踏
ま
え
て
整
理
す
る

最
高
裁
が
勧
告
審
決
に
対
す
る
考
え
方
を
基
本
的
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
、

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
こ
れ
ま
で

勧
告
審
決
制
度
自
体
は
、
本
来
実
務
的
必
要
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
直
接
の
規
定
は
独
占

禁
止
法
四
八
条
の
規
定
し
か
な
い
。
最
高
裁
判
決
は
、
勧
告
審
決
の
趣
旨
、
性
質
、
効
力
を
こ
の
規
定
の
文
言
の
み
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、

四
八
条
の
規
定
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
被
疑
事
件
の
審
査
の
結
果
か
ら
勧
告
し
、
そ
れ
に
対
す
る
応
諾
、
勧
告
審
決

に
い
た
る
過
程
を
定
め
た
も
の
で
、
そ
の
規
定
の
み
か
ら
、
勧
告
審
決
の
性
質
、
構
造
、
効
力
を
導
き
出
す
こ
と
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
勧
告
審
決
の
趣
旨
、
性
質
、
効
力
な
ど
を
四
八
条
以
外
の
視
点
か
ら
み
る
と
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
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説

①
最
高
裁
判
決
は
、
勧
告
審
決
に
も
独
占
禁
止
法
五
七
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
。
五
七
条
の
審
決
書
の
形
式
は
違
反
事
実
、
法

令
の
適
用
、
排
除
措
置
と
法
的
三
段
論
法
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
決
は
、
違
反
事
実
の
記
載
は
排
除
措
置
と
の
対
応

と
一
事
不
再
理
の
効
力
と
の
関
係
か
ら
記
載
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
、
「
法
令
の
適
用
L

は
意
味
が
な
く
な
り
、
法
文
か
ら
希
離
し
て

い
λν

。

北法42(2・32)440

論

② 

二
五
条
訴
訟
は
、
被
害
者
に
損
害
賠
償
請
求
を
し
易
く
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
原
告
が
独
占
禁

止
法
違
反
行
為
を
立
証
す
る
な
ら
少
な
く
と
も
カ
ル
テ
ル
参
加
者
の
過
失
は
免
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
制
度
自
体

に
よ
り
立
証
が
容
易
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
事
実
上
の
推
定

が
極
め
て
弱
い
も
の
で
あ
り
、
容
易
に
そ
の
推
定
が
働
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
証
拠
価
値
が
な
い
と
評
価

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
原
告
と
し
て
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
以
外
の
証
拠
に
よ
り
、
予
備
的
に
も
違
反
行
為
を
立
証
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
独
占
禁
止
法
二
六
条
に
お
い
て
、
通
常
の
不
法
行
為
の
よ
り
時
効
も
短
く
、
二
審
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
照
ら

す
と
、
二
五
条
訴
訟
は
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
よ
り
不
利
に
な
る
。
こ
れ
は
、
二
五
条
訴
訟
の
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る

こ
と
に
な
る
。

③ 

公
正
取
引
委
員
会
の
実
務
で
は
、
勧
告
を
先
行
さ
せ
、
そ
れ
に
応
諾
す
る
と
勧
告
審
決
を
し
て
い
る
。
勧
告
の
名
宛
人
と
し
て
は
、
最

高
裁
判
決
の
下
で
は
損
害
賠
償
責
任
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
そ
れ
を
応
諾
し
て
勧
告
審
決
に
よ
り
事
件
を
処
理
す
る
の
が
有
利
な
選
択
で
あ

り
、
審
判
手
続
を
活
用
し
よ
う
と
し
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

④
石
油
元
売
六
社
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
の
最
高
裁
調
査
官
の
解
説
に
よ
る
と
、
勧
告
審
決
を
旧
民
訴
の
認
諾
判
決
に
準
え
て
い

る
。
勧
告
審
決
が
応
諾
の
み
を
要
件
と
し
、
勧
告
審
決
の
段
階
で
は
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
を
要
し
な
い
と
す
る
の
は
、
認
諾
判
決

と
の
類
似
性
か
ら
で
あ
り
、
勧
告
審
決
が
他
の
審
決
と
異
質
で
あ
る
と
い
う
。



認
諾
判
決
は
、
私
人
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
勧
告
審
決
は
公
正
取
引
委
員
会
が
公
権
力
を
行
使
し

て
証
拠
を
収
集
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
違
反
行
為
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
場
面
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
勧
告
審
決
を
認

諾
判
決
に
準
え
る
よ
り
は
、
独
占
禁
止
法
五
五
条
か
ら
五
八
条
ま
で
の
規
定
が
勧
告
審
決
を
他
の
審
決
と
同
様
に
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
他
の
審
決
と
の
同
質
性
を
無
視
し
て
い
る
。

独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
被
害
者
が
勧
告
審
決
を
受
け
た
も
の
を
被
告
と
し
て
二
五
条
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
も
、
最
高
裁
判
決

(2) の
よ
う
に
勧
告
に
対
す
る
応
諾
を
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
に
し
て
い
る
の
で
推
定
力
が
弱
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
す
る
な
ら
、
原
告
と
し

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

て
は
自
ら
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
立
証
を
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
独
占
禁
止
法
の
専
門
的

行
政
機
関
で
あ
る
公
正
取
引
委
員
会
の
違
反
事
件
の
審
査
活
動
の
成
果
を
被
害
者
が
立
証
に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。

鶴
岡
灯
油
事
件
の
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
判
決
は
、
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
寸
事
実
上
の
推
定
」
に
つ
い
て
、

「
審
決
は
、
専
門
機
関
で
あ
る
公
取
委
が
審
査
(
調
査
)
あ
る
い
は
審
判
の
結
果
、
違
反
行
為
が
あ
る
も
の
と
認
定
し
た
場
合
、
そ
の
認
定
事

実
を
前
提
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
L

と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
違
反
事
実
の
認
定
を
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
と
す
る
な
ら
、
鶴
岡
灯
油
事
件
の
よ
う
に
、
勧
告

応
諾
の
際
の
審
判
手
続
や
審
決
後
の
訴
訟
等
で
争
う
こ
と
の
時
間
的
、
経
済
的
損
失
あ
る
い
は
社
会
的
影
響
に
対
す
る
考
慮
等
は
そ
の
推
定

が
は
た
ら
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
経
験
則
の
例
外
の
場
合
を
狭
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
原
告
に
有
利
に
機
能
す
る
と
い
え
よ

う
。
独
占
禁
止
法
二
六
条
が
二
五
条
訴
訟
の
提
起
を
勧
告
審
決
の
確
定
後
と
し
た
こ
と
を
単
に
訴
訟
の
提
起
の
時
期
を
限
定
し
た
の
で
は
な

く
、
原
告
で
あ
る
被
害
者
の
立
証
に
寄
与
す
る
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
る
な
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
の
結
果
を
活
か
す
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
学
説
が
最
高
裁
判
決
の
勧
告
審
決
に
よ
る
事
実
上
の
推
定
に
つ
い
て
批
判
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
公
正
取
引
委
員
会
の
過
去
の
勧
告
審
決
の
運
用
の
実
態
か
ら
み
て
、
公
正
取
引
委
員
会
の
違
反
事
実
の
認
定
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
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説

応
諾
と
が
あ
い
ま
っ
て
簡
易
迅
速
に
違
反
事
件
を
処
理
し
て
き
た
と
い
う
現
実
を
全
く
考
慮
の
外
に
お
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
疑
問
が

わ
く
。

吾'"
"間

ω
最
高
裁
判
決
は
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
の
関
連
で
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
一
日
一
確
立
し
た
ら
容
易
に
は
改
ま
る
も
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
は
最
高
裁
判
決
を
前
提
に
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
の
立
場
を
有
利
に
で
き

る
か
と
い
う
問
題
に
い
た
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
次
に
検
討
し
よ
う
。

(1)
勧
告
審
決
の
存
在
に
拘
束
力
を
認
め
る
と
す
る
と
、
勧
告
の
名
宛
人
が
そ
れ
を
応
諾
し
な
い
で
審
判
手
続
と
な
り
、
公
正
取
引
委
員
会
の
負
担

が
大
き
く
な
る
と
の
指
摘
は
、
吉
川
・
前
掲
論
文
一
四
頁

(2)
勧
告
審
決
を
旧
民
事
訴
訟
法
の
認
諾
判
決
に
準
え
て
い
る
の
は
、

(3)
公
取
委
審
決
集
(
二
二
二
五
九
頁

越
山
・
解
説
一
五
四
頁

第
四

最
高
裁
判
決
に
対
す
る
公
正
取
引
委
員
会
の
対
応

ノ
ボ
事
件
に
お
い
て
名
宛
人
以
外
の
第
三
者
に
原
告
適
格
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
も
、
石
油
元
売
六
社
事
件
で
名
宛
人
に
違
反
事
実
の

唱
E
A不

存
在
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
も
、
結
果
と
し
て
は
公
正
取
引
委
員
会
に
有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

告
審
決
の
行
政
処
分
と
し
て
の
性
質
が
薄
め
ら
れ
、
実
質
的
に
そ
の
意
義
が
著
し
く
弱
め
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
も
そ

そ
の
理
由
づ
け
に
よ
り
、
勧

れ
が
投
影
さ
れ
た
の
で
、
被
害
者
で
あ
る
原
告
が
大
き
な
負
担
を
負
う
結
果
と
な
っ
た
。

公
正
取
引
委
員
会
が
違
反
事
実
を
認
め
る
と
、
勧
告
か
審
判
開
始
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
で
は
、
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勧
告
を
し
、
勧
告
の
名
宛
人
が
そ
れ
を
拒
否
す
る
と
、
審
判
開
始
決
定
を
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
審
判
手
続
を
す
る
か
い
な
か
は
、
名

宛
人
の
意
思
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
過
程
で
は
、
審
判
手
続
は
、
名
宛
人
の
事
前
救
済
手
続
と
し
て
の
機
能
が
大
き
か
っ
た
。
公
正
取

引
委
員
会
の
使
命
が
違
反
行
為
の
行
政
的
排
除
に
限
定
し
て
い
る
な
ら
、
審
判
手
続
を
開
始
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
違
反
行
為

者
と
の
関
係
の
み
を
配
慮
す
る
と
足
り
た
と
い
え
よ
う
。

ω
し
か
し
、
公
正
取
引
委
員
会
が
今
後
の
独
占
禁
止
法
の
運
用
に
お
い
て
、
無
過
失
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
ま
で
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

研
究
会
報
告
は
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
、
具
体
的
提
案
を
し
て
い
る
。
違
反
行
為
の
立
証
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
は
、
①
違
反
行
為
の
存

在
の
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
を
応
諾
の
み
で
な
く
、
勧
告
審
決
の
事
実
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
②
原
告
の
違
反
事
実
に
つ
い

て
の
立
証
負
担
の
軽
減
の
方
法
と
し
て
、
裁
判
所
に
対
す
る
証
拠
と
な
る
資
料
の
提
出
、
③
勧
告
審
決
書
に
記
載
す
る
事
実
の
内
容
の
一
層

の
具
体
化
、
明
確
化
を
挙
げ
て
い
る
。

公
正
取
引
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て
、
単
に
違
反
行
為
を
行
政
的
に
排
除
す
る
こ
と
の
み
が
そ
の
職
務
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
視
野
に
入
れ
た
事
件
処
理
に
踏
み
出
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

し
か
し
、
研
究
会
報
告
の
具
体
的
提
言
で
あ
る
、
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
を
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
に
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
高

裁
が
勧
告
審
決
に
つ
い
て
の
見
解
を
基
本
的
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
容
易
に
期
待
で
き
な
い
こ
と
は
先
に
指

摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
次
に
、
裁
判
所
に
対
す
る
証
拠
と
な
る
資
料
の
提
出
は
、
裁
判
官
の
心
証
に
絡
む
こ
と
で
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
効

果
が
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
勧
告
審
決
書
記
載
の
違
反
事
実
を
詳
細
に
す
る
こ
と
は
、
違
反
行
為
の
立
証
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
現
在
の
最
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
勧
告
に
対
す
る
応
諾
の
み
を
事
実
上
の
推
定
の
根
拠
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
被
告
側
と
し
て
は
容
易
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に
反
証
を
あ
げ
う
る
お
そ
れ
が
あ
る
。



説

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
現
在
の
最
高
裁
の
判
決
を
前
提
と
す
る
と
、
勧
告
審
決
に
よ
る
損
害
賠
償
訴
訟
は
、
原
告
の
負
担
を
容
易
に

三A
n"" 

軽
減
で
き
な
い
の
で
な
い
か
と
い
う
思
い
が
す
る
。

ω
と
こ
ろ
で
、
公
正
取
引
委
員
会
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
勧
告
先
行
の
運
用
を
す
る
と
、
勧
告
の
名
宛
人
と
し
て
は
、
そ
れ
を
応
諾
し
て

勧
告
審
決
で
事
件
を
収
め
る
の
が
最
も
有
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
油
カ
ル
テ
ル
事
件
で
は
勧
告
審
決
に
よ
っ
て
事
件
を
収
め
た
の
で
、

石
油
元
売
業
者
が
も
っ
と
も
有
利
な
選
択
を
し
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
高
裁
判
決
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
勧
告
審
決
の
存
在
に
よ
る
事
実
上
の
推
定
は
極
め
て
弱
い
の
で
あ
る
か
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
が
勧

告
審
決
の
事
実
を
詳
し
く
記
載
し
て
も
、
そ
れ
と
は
関
係
な
く
推
定
が
覆
さ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
裁
判
官
の
心
証

が
真
疑
不
明
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
不
安
が
あ
る
の
で
、
原
告
は
予
備
的
に
違
反
行
為
の
存
在
を
立
証
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
被
害
者
が
勧
告
審
決
を
前
提
に
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
と
な
る
と
、
原
告
に
大
き
な
負
担
を
課
す
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
違
反
事
件
の
証
拠
、
資
料
が
最
も
豊
富
な
の
は
公
正
取
引
委
員
会
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
が
審
判
手
続
に
移
行
す
る
と
同
委
員

会
の
事
務
局
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
っ
て
勧
告
審
決
で
処
理
す
る
こ
と
は
、
責
任
の
一
端
を
回
避
し
て
い
る
と
の
批
判
が
で
よ
う
。

ま
た
、
現
行
の
独
占
禁
止
法
の
違
反
事
件
処
理
の
正
式
の
手
続
体
系
は
、
審
査
|
審
判
手
続

l
審
判
審
決
で
あ
り
、
そ
の
不
服
申
立
て

訴
訟
に
実
質
的
証
拠
の
原
則
(
八

O
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
事
実
問
題
は
公
正
取
引
委
員
会
、
法
律
問
題
は
司
法
府
と
機
能
の
分
担

を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
審
判
審
決
の
存
在
に
よ
る
違
反
行
為
の
存
在
の
事
実
上
の
推
定
が
最
も
強
い
と
い
う
の
が
最
高
裁
の

見
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
審
判
審
決
の
存
在
は
、
二
五
条
訴
訟
の
公
正
取
引
委
員
会
に
対
す
る
損
害
額
の
求
意
見
、
二
審
制
と
い
う
仕
組
み

も
勧
告
審
決
よ
り
整
合
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
で
あ
る
原
告
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
違
反
行
為
の
立
証
負
担
の
軽
減
と
い
う
こ
と

か
ら
す
る
な
ら
、
違
反
事
件
の
正
式
の
処
理
手
続
を
踏
ん
だ
審
判
審
決
に
よ
る
処
理
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
な
い
か
。
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し
か
し
、
全
て
の
違
反
事
件
を
審
判
開
始
決
定
で
き
る
か
と
い
う
と
、
公
正
取
引
委
員
会
の
現
在
の
審
査
の
陣
容
か
ら
い
っ
て
不
可
能
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
事
件
の
迅
速
な
処
理
と
い
う
面
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
法
律
的
に
問
題
の
あ
り
そ
う
な
事
件
、
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
が
提
起
さ
れ
そ
う
な
事
件
に
つ
い
て
は
、
勧
告
に
よ
ら
ず
に
審
判
開
始
決
定
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

私
は
、
か
つ
て
「
公
正
取
引
委
員
会
は
、
・
:
勧
告
審
決
後
に
不
服
が
予
想
さ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
審
判
開
始
決
定
を
す
べ
き
で
あ
る

事
後
の
紛
争
を
防
止
す
る
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
L

と
指
摘
し
た
が
、

で
き
る
限
り
審
決
前
に
処
理
し
、

さ
ら
に
、
審
判
手
続
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
関
係
を
明
確

:
・
。
独
占
禁
止
法
の
審
判
手
続
は
、
事
前
手
続
と
し
て
、
予
想
さ
れ
る
紛
争
、

と
り
わ
け
事
実
問
題
を
、

独占禁止法における勧告審決に係わる最高裁判決の検討

に
す
る
な
ら
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
の
被
害
者
の
立
証
の
軽
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(1)
拙
稿
・
公
取
委
審
決
等
の
取
消
請
求
訴
訟
(
小
室
・
小
山
還
暦
記
念
・
裁
判
と
上
訴
(
下
)
昭
五
五

有
斐
閣
)
二
六
五
頁

む

す

び

勧
告
審
決
制
度
自
体
は
実
務
的
性
質
を
強
く
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
公
正
取
引
委
員
会
の
違
反
事
件
の
処
理
の
大
部
分
は
勧
告
審
決
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
勧
告
の
名
宛
人
が
そ
れ
を
応
諾
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
意
思
決
定
は
、
多
く
の
事
情
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
の
で
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あ
る
が
、
最
も
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
い
の
は
、
勧
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
実
認
定
で
あ
る
こ
と
も
現
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
勧
告
の
名
宛

人
が
公
正
取
引
委
員
会
の
事
実
認
定
を
承
服
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
勧
告
審
決
が
法
的
に
論
点
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
の
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
公
正
取
引
委
員
会
の
独
占
禁
止
法
の
運
用
の
実
績
を
顧
み
ず
に
、
勧
告
審
決
の
理
解
が
四
八



=:-A 
両間

条
の
条
文
の
み
に
則
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
は
加
害
者
で
あ
る
名
宛
人
の
立
場
が
有
利
な
も
の
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
二
五
条
訴
訟
制
度
の
本
来
の
趣
旨
に
も
と
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
損
害
賠
償
事
件
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現

在
の
最
高
裁
判
決
を
前
提
と
す
る
限
り
、
公
正
取
引
委
員
会
が
そ
れ
を
視
野
に
い
れ
て
法
運
用
を
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
原
告
に
と
っ
て
最

も
有
利
に
な
る
の
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
審
判
開
始
決
定
を
し
、
審
判
審
決
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
審
判
手
続
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
そ
の
対
応
如
何
と
い
う
こ
と
も
残
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説

さ
れ
た
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。

付
記
校
正
の
段
階
で
伊
藤
真
「
独
占
禁
止
法
違
反
損
害
賠
償
訴
法
に
お
け
る
違
反
行
為
の
立
証
1

1
勧
告
寡
決
の
推
定
力
|
|
L
(
民
事
手
続
法
学
の

革
新
中
巻
・
三
ヶ
月
古
希
記
念
・
平
三
有
斐
閣
)
に
接
し
た
。

な
お
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
経
済
法
研
究
会
(
九

O
年
一
一
月
)
、
お
よ
び
北
海
道
大
学
法
学
会
(
九

O
年
一
一
一
月
)
に
お
け
る
報
告
に
基
づ
い

て
い
る
。
い
ず
れ
の
報
告
に
お
い
て
も
、
出
席
の
諸
先
生
が
専
門
の
立
場
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、
福
永
有
利
教
授
(
現
神
戸

大
学
、
民
事
訴
訟
法
)
か
ら
は
、
民
事
訴
訟
法
に
関
し
て
ご
教
示
を
頂
き
、
ま
た
、
古
城
誠
教
授
(
行
政
法
)
は
、
原
稿
を
閲
読
し
、
数
々
の
ご
指

摘
を
下
さ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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